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（午前１０時 開会） 

○香川良平委員長 ただいまから民生常

任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会記録署名委員は、森西委員

を指名します。 

 それでは、先日に引き続き、認定第１号

所管分の審査を行います。 

 質疑に入ります。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 まず１点目は、決算概要６０ページにな

りますけれども、自治振興課に係りまして、

市民活動支援事業の市民公益活動補助金

の内容と実績についてお伺いをしたいと

思います。 

 続いて、２点目です。６８ページのコン

ビニ交付システム更新委託料です。市民課

です。内容についてお聞かせいただきたい

と思います。 

 続きまして、３点目です。６０ページの

こども展覧会開催事業について、文化スポ

ーツ課ですけれども、コロナ禍で実施でき

た数少ない事業の一つであると思います。

決算額が若干ふえておりますけれども、そ

の内容や工夫された点についてお伺いを

したいと思います。 

 もう１点、文化スポーツ課、これは決算

書のほうになりますけれども、歳入のほう

で６１ページになります。スポーツ振興く

じ助成金が歳入で入っておりますけれど

も、この内容についてお聞かせください。 

 次に、５点目です。１１６ページ、産業

振興課ですけれども、スクラッチカード発

行事業について、私ども公明党も毎年要望

させていただいて、継続をしていただきま

して、評価と御礼を申し上げたいと思いま

す。その上で昨年度は、内容の向上等につ

いてさらなる取り組みということでどの

ような工夫をされたのか。また、参加店舗

の推移も含めてお伺いをしたいと思いま

す。 

 続いて、６点目です。１０２ページにな

りますけれども、環境政策課の飼犬等保護

管理事業でございます。マナー等について

は、先に質問もありましたけれども、所有

者不明猫避妊去勢手術費用助成金、この内

容と実績についてお伺いをしたいと思い

ます。 

 続いて、７点目です。１０４ページの環

境美化事業です。環境政策課です。 

 毎月１回、びかぼチューズデーというこ

とで地域の清掃活動を行っておられると

思いますけれども、その取り組みについて

お伺いしたいと思います。 

 続きまして、８点目、１０６ページにな

りますけれども、環境業務課のほうでごみ

減量啓発事業です。この中に報償金という

のがありますけれども、その内容について

お聞かせください。 

 以上、８点です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、１番目

の質問、決算概要６０ページ、市民活動支

援事業、市民公益活動補助金の内容につい

てのご質問にお答えさせていただきます。 

 摂津市市民公益活動補助金は、地域で抱

える社会課題の解決や、より良い市民生活

の実現に向けて市民団体が行う非営利の

公益活動を支援する制度でございます。初

期事業コース、発展事業コース、人材育成

事業コースを募集しているところでござ

います。 

 令和２年度につきましては、市民公益活

動推進委員会の審査の結果、発展事業コー



- 3 - 

 

ス、５団体に対し補助金の交付を実施させ

ていただきました。実際にされた事業の内

容につきましては、多世代交流型アート講

座での人材の育成やネットワークづくり

などを目的とした、心と脳が元気になる地

域アートサポーター養成講座や地域の子

どもたちが実際に馬と触れ合いながら、馬

の意思表現や体の構造などを理解するこ

とで、命の大切さを触れ合いながら学べる

馬学校など、コロナの影響を考慮されなが

ら、対策を行い、多岐にわたる事業を実施

されておりました。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります２番目の質問、コンビニ交付シ

ステム更新委託料の内容につきまして、ご

説明させていただきます。 

 コンビニ交付は、平成２８年２月１日か

ら開始をしております。開始から５年を経

過したことによるシステム更新委託にな

りまして、今回の更新により、庁舎内に情

報システムを保有し、サーバを運用する形

態であるオンプレミスからサーバをイン

ターネット上で保有し運用する形態のク

ラウド化を行っております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります２点のご質問にお

答えいたします。 

 まず、質問番号３番、こども展覧会事業

についてですけれども、例年コンベンショ

ンホールで同日開催しております摂津市

美術展が新型コロナウイルス感染症の関

係で中止となりまして、例年通りの会議室

よりも広くて密を避けることができるコ

ンベンションホールにて開催をいたしま

した。そのために、会場の設営、展示パネ

ルの運搬ですとか、搬入、設置、撤去など

の作業が急遽必要となりまして、シルバー

人材センターに委託した分の委託料の増

額となります。 

 続きまして、質問番号４番、歳入のスポ

ーツ振興くじ助成金の内容についてです

が、これは令和元年度に実施いたしました

青少年運動広場の改修工事が独立行政法

人日本スポーツ振興センター、いわゆるｔ

ｏｔｏによるスポーツ振興くじ助成金対

象事業の助成対象となったことから、４，

４０２万７，０００円の助成金を受けるこ

とができたものです。 

 なお、本来は、令和元年度決算に入るも

のではありますけれども、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響によりまして、ｔｏ

ｔｏの職員が在宅勤務となりました。これ

により、ｔｏｔｏの助成金業務が停滞した

ことから、令和元年度決算の出納閉鎖期間

までに間に合わなく令和２年度の歳入と

なったものでございます。これは他市でも

同じ状況と確認しております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 産業振興課に係

りますご質問についてお答えさせていた

だきたいと思います。 

 スクラッチカード発行事業の昨年度の

取り組みの主な内容でございますが、１点

目といたしましては、１番大きかったのは

当たり券をコロナ対策ということで２倍

にふやしたことです。特に当たり券を２倍

にしたということで換金率が非常に上が

りまして、消費喚起になったのではないか

というふうに考えております。 

 また、令和元年度から引き続き特別賞を

１，０００円券という形にさせていただい
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て、非常にわくわく感がありました。 

 換金店が、平成３０年度は１７２店舗、

令和元年度は１７０店舗、令和２年度は１

５９店舗、参加店は１７９店舗ですけれど

も、実際に換金していただいている店舗は

１５９店舗ということで非常に落ち込ん

で、特に令和２年度に関しては参加店が少

なかったというような状況です。 

 ただ、令和３年度に関しまして、今ちょ

うど事業をやっているんですけれども、令

和元年度程度の店舗数、新たな店舗のほう

も参加いただいて少し回復しておるとい

うような状況でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 環境政策課、２点の

ご質問がございました。 

 まず、１点目は、所有者不明猫に対する

避妊・去勢手術の助成金の件でございます。

項目のとおり所有者不明猫を避妊・去勢手

術を市民の方がされたときに、その費用の

一部を助成するという名目で制度の開始

をさせていただきました。令和２年度の決

算で申しますと、頭数で５３頭の手術に対

して助成をいたしております。雄・雌の内

訳でいきますと、雄が２５頭、雌が２８頭

というような決算状況にございます。令和

２年度の決算額、不用額について少しはあ

るんですけれども、令和元年度以前はほぼ

予算額近く執行しておりまして、コロナ禍

により令和２年度の決算額が減っている

のではないかというふうに分析をいたし

ております。 

 続きまして、美化活動の関係でございま

す。 

 委員のほうからもご紹介がありました、

月１回、第４火曜日を中心に美化活動をい

たしております。 

 昨年度は、４月、５月は緊急事態宣言の

関係もございましたので中止をしており

ます。６月から１０月まで計１０回開催を

させていただきまして、延べ２８３名の方

にご参加をいただいたということでござ

います。その箇所につきましては、委員も

ご承知のとおり、環境美化推進地区を輪番

で実施をしているというような状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課に関わります１点のご質問にお答え

させていただきます。 

 １０６ページ、ごみ減量啓発事業の報償

金の内容でございます。ごみ減量啓発事業

の報償金につきましては、市内の小学四年

生を対象としたごみ減量リサイクル絵画

展の入賞者への報償金でございます。内容

につきましては、市内小学四年生７０１名

がご参加いただきまして、そのうちの入賞

者に対しまして、図書カードをお渡しさせ

ていただいております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、まず１点目の市

民公益活動補助金の内容について、実績も

含めて理解できました。三つのコースがあ

るという点でありますけれども、市民活動

を行える方が多くおられるということに

ついては、非常に市にとっても大きな発展

につながっていくのではないかというふ

うに思っております。コロナ禍にありまし

て、活動自体も休止をされているところも

あるかと思うんですけれども、今後、活動

が継続できるように参加団体に、こちらの

ほうから積極的に声を掛けていただいて、

応援をしていただきたいというふうに思



- 5 - 

 

います。 

 あと、新しいマンションもかなりできま

して、他市から転入された方も多くおられ

ると思います。そういった地域人材にもぜ

ひ、活動していただきたいなと思いますの

で、そちらのほうの周知というか、人材発

掘というか、力を入れていただきたいこと

を要望といたします。 

 それから、２点目の市民課、コンビニ交

付に関するシステム更新の委託料です。内

容については理解ができました。従来の自

前のサーバ運用で行っていたオンプレミ

ス型からクラウドを利用するようなシス

テムになったということで、その費用の増

減とメリットについてお聞かせいただき

たいと思います。 

 続きまして、３点目でございますけれど

も、文化スポーツ課のこども展覧会開催事

業です。コロナ禍でいろいろ工夫をされて

広い会場を活用したりとか、シルバー人材

センターにもお力添えをいただきまして、

今まで以上に盛況であった点、理解ができ

ました。入り口部分に太陽の塔のインパク

トある展示があったりとか、４歳児のかわ

いらしい絵画があったりとかしまして、ど

の作品も摂津市の未来を担う、そういった

文化づくりというか、貢献をされたのでは

ないかなというふうに思います。 

 時期が時期だけに、本当はもっと来てほ

しかったというのがあると思うんですけ

れども、今後、ウエブ等を活用した展覧会

を開催することによって、遠隔地にお住ま

いになっておられるおじいちゃんとか、お

ばあちゃんにも見ていただけたり、また、

ご友人も一緒に参加していただくような

そういった取り組みにも発展していただ

けるように、要望をして終わりたいと思い

ます。 

 続きまして、５点目のスクラッチカード

発行事業でございます。 

 毎回、楽しみにしておられて、これは財

源的には産業振興という財源になってい

るわけですけれども、その効果として、参

加店もそうですし、それを活用される市民

の方も非常に期待をして喜んでいただけ

るということで、もっともっと頑張ってい

ただきたいなと思います。 

 今年も今週の水曜日、１０日から１か月

間、いよいよこのスクラッチカードが始ま

るんですけれども、このように書籍という

か、冊子ですね。毎回、充実してきており

まして、最初はスクラッチカードのご紹介

みたいな感じだったんですけれども、今で

は摂津市の商店のガイドブックというか。

どんなことをやっているのかなみたいな、

わくわくするような内容になってきてい

るのではないかなというふうに思ってお

ります。 

 ２点目に、この取り組みの効果について

という点ですけれども、参加店舗で実際に

発行されたカードがどの程度利用されて

いるのか、お伺いしたいと思います。もら

ったもののそのまま眠ってしまっている

のか。当初の目的である二次活用というか、

拡販していくという部分で広がっている

のかどうかについてお伺いをしたいとい

うふうに思います。 

 次に、６点目の飼犬等保護管理事業でご

ざいますけれども、実績については理解で

きました。昨年度については、コロナの影

響もあって例年とは違った形で推移した

という点がよく理解できました。猫の保護

に当たるボランティアの方からいろいろ

なお話もお伺いするんですけれども、この

助成費用について、実際には雄の猫の場合

は、４，４００円、雌の猫の場合は７，７
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００円かかるというふうにお聞きしてい

ます。現在の制度では、上限が５，０００

円ということで雌・猫の手術をした場合に、

ボランティアの方の実費というふうにな

っています。この上限額を見直すとか、実

費精算にするとかにしてほしいと思うん

ですけれども、それが可能かどうかお伺い

したいというふうに思います。 

 次に、７点目です。美化ボランティアの

件ですけれども、回を重ねるたびに内容も

充実して、非常に摂津市の美化意識が向上

できてよかったというふうに評価をして

おります。開催場所を見ますと、どうして

も推進地域が中心ということで例えば、モ

ノレールの南摂津駅等、いわゆる安威川以

南地域については、この取り組みができて

いないのが現実ですけれども、この地域を

拡大することができるのかどうかこれに

ついてお伺いしたいと思います。 

 次に、８点目です。ごみ減量啓発事業で

す。内容については理解ができました。も

のを大切にとか、その活動をするに当たっ

て、人とのつながりも深まっていっておる

点、また市の立場になりますけれども、市

民の皆さんとともに協働を進めるという

点では、非常に大きな役割を果たしている

と思います。 

 しかしながら、現実的には、自治会も減

少しておりますし、また、こども会の活動

についても残念ながら解散をしてしまっ

たというところも聞いております。今後、

そういう地域活動の低下に伴って、この活

動をどういうふうに進めていかれるお考

えなのかお伺いをしたいと思います。 

 ４点目が抜けておりました。文化スポー

ツ課の件です。 

 スポーツ振興くじの歳入についての内

容は理解できました。ちょうどこういった

助成金が活用できてよかったのではない

かなと感じております。この助成金の内容

は理解をいたしましたけれども、この助成

金をしっかり受けているということは大

事なことであると思うんですけれども、青

少年運動広場改修工事４億５，００４円あ

るんですが、助成金が４，４０２万７，０

００円ということでありました。この数字

の根拠についてお聞かせをいただきたい

と思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります２回目の質問にお答えさせて

いただきます。 

 クラウド化による金額の増減、メリット

ですが、クラウド化に移行したことで月々

の支払額はクラウド化前の税込み２５万

１，９００円から、更新後は３８万５，０

００円に約１．５倍に膨らんでおります。

クラウド化によるメリットとして主なも

のを例示いたしますと、まず一つ目に、サ

ーバ作業が発生した際、以前であれば、市

役所での作業が必要となり、作業中はコン

ビニ交付を停止する必要がございました

が、現在は業者側の作業のみでコンビニ交

付への影響はございません。 

 二つ目に、障害やエラーが発生した際、

以前は情報政策課の職員や市民課職員に

おいて対応しておりましたが、現在は、現

地オペレーターの遠隔作業での対応が可

能でございます。 

 三つ目に、市役所庁舎の計画停電の際、

以前はコンビニ交付を停止する必要がご

ざいましたが、現在は停電の影響を受けず

に継続稼働が可能でございます。 

 四つ目に、コンビニに設置している交付
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端末を更新する際、以前は、各自治体が東

京都まで工程試験を受けに行く必要がご

ざいましたが、現在は代表自治体が試験を

受ければ、ほかの自治体も試験を受けたと

みなすことができるようになっておりま

す。 

 また、更新処理時にもコンビニ交付を停

止する必要がございません。システム更新

前と比較すると、仕様書の内容がより細か

く記載されるようになっており、更新後は

従来の保守内容に加えてエラー監視、障害

検知、障害報告、障害処理やセキュリティ

対策、ウイルス対策、アプリケーション対

策など、クラウド化に伴う業務が数多く追

加されるなど、より手厚く料金増額に見合

った内容となっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります１点のご質問にお

答えいたします。 

 質問番号４番、助成金額についてですけ

れども、ｔｏｔｏにおけますスポーツ競技

施設等の大規模改修等という項目にひも

づいた助成金となっております。青少年運

動広場改修工事は工事の全体がその対象

となっているわけではございません。全体

工事のうち、グラウンド舗装、防球ネット

関連、スコアボードが対象となっていまし

て、金額では６，６０４万７１５円分の工

事となります。助成割合は３分の２となっ

ておりまして、結果４，４０２万７，００

０円の助成となってございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります２回目のご質問について

お答えさせていただきます。 

 スクラッチカード発行事業でどの程度

の利用がされていて、効果についてという

ご質問でございますが、総枚数、令和２年

度でしたら、７万３，５９３枚を発行させ

ていただいております。発行の仕方に関し

ましては、参加店舗１７９店舗に関して、

まず３００枚を平等にお渡しさせていた

だいております。 

 店舗によっては、飲食店等でしたら、三

日を空けずになくなっているというよう

な現状もございますので、追加で購入でき

るというようになっておりまして、１００

枚１セット、１，０００円で購入いただい

ております。令和２年度に関しましては、

１９０セット、１万９，０００枚の追加発

行をさせていただき、内訳として３００円

券が２万８，８６０枚で、１，０００円券

が１，４４３枚、そのうち換金をいただい

ているのが３００円券が２万１，７８１枚、

１，０００円券が１，２１６枚ということ

で、３００円券は７５．４７％、１，００

０円券は８４．２６％のご利用を実際にい

ただいている状況です。 

 スクラッチカードの特徴としまして、そ

の残りのはずれ券を店舗ごとに利用いた

だくような工夫をいただいておりまして、

今回でしたら、１０２店舗がそのはずれ券

のサービスを実施しております。そのうち

７９店舗がそのはずれ券のサービスのご

利用があったというようにお聞きをして

おりますので、当たり券だけではなくて、

はずれ券のご利用も非常に活発にあった

のではないかと考えております。 

 ただ、残念ながら店舗によっては、５０

０円に１枚をお渡しできないような状況

とかもございまして、余っているような店

舗も若干ございます。余ったというご回答

をいただいたのは、１７０店舗のうち１４
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店舗ございまして、１０枚以下が１店舗、

１１枚から５０枚が５店舗、５１枚から１

００枚が６店舗、１０１枚から１５０枚が

２店舗ということで、３００枚のうちの半

分程度は皆さん、必ずご利用いただいてい

ますけれども、若干、一部が残っている店

舗ということがございますが、ほぼ９割以

上の店舗が配布いただいておりまして、当

たり券だけではなくて、はずれ券の利用も

していただいて、非常に経済的な効果はあ

るのではないかと考えている状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 １点目、所有者不明

の猫の避妊・去勢手術関係でございます。

委員からもございましたように、本市、助

成金の上限が５，０００円となっておりま

す。大阪府がつくられた資料を基にご説明

させていただきます。 

 令和２年３月末現在で、大阪府内で２０

団体がそういう助成制度をつくっておら

れるような状況にございます。うち１１団

体が雄・雌５，０００円を上限に制度運用

をしておられる状況にございます。 

 また、雄・雌の実績でございます。令和

２年度は雄２５頭、雌２８頭というご説明

をさせていただきました。雄２５頭のうち

３頭が５，０００円を上回る費用をお支払

いになっておられますので、５，０００円

を助成しているという状況でございます。

令和元年度は雄が４９頭、雌５２頭。雄４

９頭のうち３９頭が５，０００円の助成を

させていただいております。平成３０年度

は雄５０頭、雌４１頭ということで計１０

１頭。雄５０頭のうちの３１頭が５，００

０円の助成をさせていただいておるとい

うような状況でございます。令和２年度に

つきましては、２５頭中３頭が５，０００

円の助成をしていますけれども、令和元年

度、平成３０年度を見ますと、雄でありま

しても５，０００円以上の助成をしている

という数が多く見られます。我々といたし

ましては、大阪府下の状況を今、ご説明し

たとおりでございますので、この制度を継

続していきたいというふうに考えており

ます。 

 美化ボランティアの関係でございます

が、先ほども申しましたように、環境美化

指定地区を輪番で我々職員も出向いて美

化活動を実施いたしております。 

 このエリアの拡充等々でございますけ

れども、我々といたしましては、まず推進

地区を中心にやっていこうということで

スタートいたしましたので、この制度を継

続していきたいと。その推進地区の指定に

当たりましては、やはり鉄道の乗客数でご

ざいますとか、公共エリアの人数等々を鑑

みて、現在、３地点を指定していたしてお

りますので、その地点を中心に美化推進活

動をしていきたいと思っております。 

 ただ、美化ボランティアにつきましては、

市民自らがまちを美しくしたいと思う気

持ちを育んで、実践してもらうことを目的

に創設をいたしております。気軽に清掃活

動できるよう自主的に取り組んでいただ

いて、美しいまちにしていただくというこ

とをご支援いただけたらということでス

タートいたしておりますので、その目的に

沿った支援を美化ボランティアの方々に

は実施していきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、２回目

のご質問にお答えさせていただきます。 
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 まず、すみません。１回目のご質問のほ

うでごみ減量啓発事業ということで、私、

報償金は小学生の環境絵画展で使用して

いるとのご説明をさせていただきました。

２回目のご質問の内容が地域での活動と

いうことですので、集団ごみ減量対策事業

の集団回収のほうでお答えさせていただ

きます。 

 ごみ減量対策事業において、再生資源の

集団回収事業というのを設けております。

こちらにつきましては、廃棄物の減量化。

資源の有効利用、廃棄物に対する意識の向

上を目的に、こども会や自治会の方々に集

団回収を設けていただいて、減量化を図っ

ている事業でございます。 

 委員のご指摘のとおり、今年度も前年度

と比較しまして登録団体が２団体減少と

なっております。こちらにつきましては、

年々登録団体数が減少していますことか

ら、今後、団体数をふやすために集団回収

の未実施地域とか、新たなマンション、そ

ういったところに呼びかけ等を行ってい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、コンビニ交付シ

ステムの件です。詳しくお答えいただきま

してありがとうございました。 

 クラウド化されたことによって、安定的

なシステムが保てたということで理解が

できました。市民課はいわゆる日々の業務

の最前線のところでございます。そういっ

た意味でネットワークのトラブルや急な

停電等の対応にも、例えば、定期的に訓練

を行う等、備えていただければというふう

に思います。もっと言ったら、どうしても

システムだよりになってしまうので、いざ

手作業でやるとなると、その内容の動きが

よく分かっていないということも出てき

ます。そういう意味で訓練でプロセスを確

認し、手書きの場合はどうしたらできるの

か。そういったスキルもしっかり磨いてい

ただいて、市民になお喜ばれる市民課とし

て頑張っていただきたいことを要望いた

します。 

 続きまして、文化スポーツ課の事業で助

成金の根拠については詳しく説明してい

ただきましてありがとうございます。緊急

事態宣言のほうもようやく解除されまし

て、毎日、青少年運動広場の横を通るんで

すけれども、夜はナイターで活動されてい

ますし、やっと活動が再開してきたかなと

いうふうに、ある意味、安心感を覚えてお

ります。 

 今後、かなり混んでくると思うんですけ

れども、利用される方、あるいは、そこで

勤められている方の要望なんですけれど

も、駐車場も広く、よくなってきたんです

けれども、コロナ禍で乗り合わせてくるケ

ースが少なくなりまして、どうしても駐車

台数がふえておるという実態もあります。

予約の時点で本当は駐車券等を確認すれ

ばいいんだと思うんですけれども、改善策

等、研究していただきたいことを要望させ

ていただきたいと思います。 

 次に、スクラッチカードの事業ですけれ

ども、券の利用について詳しくご説明いた

だきましてありがとうございました。３０

０円券が７５％、１，０００円券が８４％

ということで、ある意味よく使ってもらっ

ているのかなという気もしますけれども、

一つ気になりますのは、参加店の地域分布。

これはどうしてもやむを得ない部分があ

ると思うんですけれども、この地域差につ

いて補う取り組みとして、どういうふうな

取り組みをされているのかお伺いしたい
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というふうに思います。 

 次に、飼犬等保護管理事業ということで、

担当課のほうもいろいろご苦労をされて

取り組んでいるのはよく理解できました。

他市の動き等いろいろあろうかと思うん

ですけれども、現場で対応しているボラン

ティアの方にできるだけ負担がかからな

いように、いろいろな工夫をしてほしいな

と思います。場合によっては、去勢手術だ

けではなくて、もう対象を拡大して、この

活動団体に対して何らかの補助金とか出

るような方向というのも研究していただ

きたいということを要望といたします。 

 次に、美化活動についてですけれども、

この推進地区の指定が他市の場合、美化と

いう観点で設定されている場合が多いと

思うんですけれども、本市の場合、健康と

いうことをテーマにして禁煙の区域とか

を設定されていると思います。美化と言い

ながら、実際は健康の面で進めているとい

うところもあるんですけれども、実際は、

きれいなまちづくりというのが、この事業

の主たる目的であると思います。そういう

意味で、ぜひとも、安威川以南地域にも拡

大をしていただきたいなというふうに思

います。 

 一つは、鳥飼地域の一斉清掃ということ

で、数年前までは行われてまして、鳥飼地

域の代表の方が一か所に集まって一斉に

掃除をしていくという取り組みがあった

んですけれども、それも諸事情で今はなく

なっております。そういった意味でそうい

うメンバーの方へのお声がけとかも考え

たり、あとは、保健福祉課の取り組みにな

りますけれども、月１回、うきうきせっつ

ウオーキングというのを開催しておりま

す。これは健康増進ということが目的では

あるわけですけれども、できるのであれば、

このうきうきせっつウオーキングとコラ

ボをしていただいて、安威川以南地域には

散歩コースもたくさんありますので、何と

か相乗効果とか、そういうことを要望して

終わりたいと思います。 

 次に、ごみ減量啓発事業でございますけ

れども、いろいろな角度からご答弁ありが

とうございます。 

 先にも申しましたけれども、この回収を

通してものを大切に、また人とのつながり

という、二次的な大きな効果があると思い

ます。今、自治会の運営がなかなか難しく

なっている。これは人とのつながりが薄か

ったり、高齢化してきているというのもあ

ると思うんですけれども、一つは、こども

会やＰＴＡの活動を通じて、人と人がつな

がって、子どもが小さいうちはこども会活

動、そして、成長されたら自治会活動とい

うふうに連鎖していっていた動きが弱く

なってきたのが一つの要因かなというふ

うに思います。 

 単なるごみ減量ということではありま

すけれども、そこの中にあるいろいろな協

働とか、継承とかがあると思いますので、

今までの取り組みにプラスして、新たなス

タンスというか。アプローチを少し考えて

いただいて、より良いものにしていただき

たいかと要望いたします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります３回目のご質問について、

お答えさせていただきます。 

 委員がおっしゃるとおり、スクラッチカ

ードの参加店舗に関して、地域差というの

は現状としてはございます。解消するため

にどのような取り組みをしているのかと、
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新たな店舗ができたときにお声掛けする

ということをさせてはいただいておるん

ですけれども、なかなか店舗自体の偏りと

いうこともございまして、結果的には差が

出てきていることはあるのかなと考えて

おります。 

 ただ、そういう現状ではございますけれ

ども、特に飲食店でしたら比較的、千里丘

地域とか、正雀地域、安威川以北なんかは

比較的、多かったりとかいうような現状は

あるんです。新たな店舗、情報収集をして

お声掛けさせていただいたりとか、また、

サービス業とか、小売店にもお声掛けさせ

ていただいて、できるだけこの事業に関し

て参加いただけるようお声掛けを続けて

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、スクラッチカー

ドについてです。参加店舗の分布というこ

とで、どうしても駅とか、商店街に偏って

しまうという現実はやむを得ないと思う

んですけれども、新しい店舗の開拓といっ

ても、なかなか数がふえていくというのは

難しいと思います。このスクラッチカード

参加店のガイドブック、四つのエリアがあ

るんです。千里丘・千里丘東エリア、南千

里丘・大正川エリア、正雀・東正雀エリア、

最後に別府・鳥飼エリアというこの四つの

エリアがあります。数字をカウントしてみ

たんですけれども、千里丘・千里丘東エリ

ア、４８店舗、南千里丘・大正川エリア、

２５店舗、正雀・東正雀エリア、４５店舗、

別府・鳥飼エリアが５４店舗ということで

あります。安威川以南と安威川以北でカウ

ントすると、安威川以北のほうが１１８店

舗、安威川以南のほうが５４店舗というこ

とで安威川以北地域のほうが倍ぐらい利

用できる店舗があるんです。私、個人の話

になりますけれども、私が通っております

散髪屋でいつももらうんですけれども、実

際、それを使うとなったら、私が買い物に

行くというてもコンビニぐらいしかない

ので、家内に渡しています。やっぱり利用

できる店舗がふえていけば利活用も進む

と思うので、一つキーポイントになるのは、

はずれ券の活用ではないかなというふう

に思います。この冊子を見ていても３５枚、

１０枚集められたら特典があるとかいう

話もありますし、びっくりしたのは、ある

居酒屋では、はずれ券一枚で１００円引き

ますというところがあって大丈夫かなと

いうところもあったんですけれども、ある

意味金券として再活用がもしできるので

あれば、これは広がるかなというふうに思

います。 

 この事業も当初は、セッピィ券を１万円

で購入して１万１，０００円使うことが出

来るという形で進めて、地域のスーパーで

も使えるということをやったために、９割

ぐらいスーパーのほうにいってしまうと

いうことがあって、スクラッチカードに移

行して小規模店にもこの効果がきちんと

伝わるようにということでされたと思う

んですけれども、日用品というか食料品と

かいうのはスーパーになってくると思う

んです。例えば、はずれ券一枚で１０円券

に換えられますよとか。予算が許すのであ

ればそういうふうにやることによって、ス

ーパー等の店舗にも還元できますし、また、

次年度以降、考えていただきたいですし、

さらに発展していかれますように、要望い

たしまして、質問を終わります。 

 以上です。 

○香川良平委員長 水谷委員の質問が終

わりました。ほかにございますか。 
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 南野委員。 

○南野直司委員 私のほうから１点、要望

だけをさせていただきたいと思います。ス

ポーツ環境の充実につきまして要望した

いと思います。 

 令和２年度、そして、令和３年度、様々

なハードルを乗り越えられてようやく新

味舌体育館建設が来年の４月に終わろう

としています。備品等々の準備があってオ

ープンは令和４年度になるというふうに

お聞きいたしております。 

 そんな中で、新味舌体育館は味舌小学校

の歴史というものがあると思います。味舌

小学校が開校したのは明治７年。今のあそ

この地域、正雀１丁目１番１号に移転した

のが、大正７年ということで今から１０６

年前に味舌小学校ができたということで

あります。新たな新味舌体育館のほうにも

思い出の展示コーナー等々設置に向けて

取り組んでいただいていると思いますが、

どうかその点、よろしくお願いをいたしま

す。 

 そして、オープンのときには、ぜひ、地

域の皆さんにもお声を掛けていただいて、

盛大にオープニングをやっていただきた

いなと思いますので、この点よろしくお願

いします。 

 そして、もう１点は、体育館ということ

で夏の熱中症予防、そして、もう一つの観

点は、避難所の運営という課題があります。

クーラーの設置です。夏に災害が多いとい

うことで、クーラーの設置、もしくは、新

味舌体育館は空調設備完備でありますけ

れども、例えば、鳥飼体育館、正雀体育館、

味生体育館は、大きなアリーナのほうには

クーラーが設置されていないという現状

であります。小・中学校もクーラーの設置

に向けて検討されているようであります

けれども、どうか市内の体育館に、熱中症

予防、そして、避難所の運営という観点か

らクーラーの設置を今後、きっちりと計画

的に進めていきますようお願いをいたし

まして、要望とさせていただきます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 質疑はほかにござい

ますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時５３分 休憩） 

（午前１０時５６分 再開） 

○香川良平委員長 それでは、再開します。 

 引き続き、認定第１号所管分の審査を行

います。 

 補足説明を求めます。 

 野村保健福祉部長。 

○野村保健福祉部長 それでは、認定第１

号、令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決

算のうち、保健福祉部の生活支援課、障害

福祉課、国保年金課が所管しております事

項につきまして、目を追ってその主な内容

について補足させていただきます。 

 まず歳入でございますが、３２ページ、

款１３分担金及び負担金、項１負担金、目

１民生費負担金は、介護給付費利用者負担

金や介護給付費負担金などでございます。 

 ３８ページ、款１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、国民

健康保険基盤安定負担金や４０ページの

生活保護費等負担金、障害者自立支援給付

費等負担金などでございます。項２国庫補

助金、目２民生費国庫補助金は、生活困窮

者支援事業補助金や４２ページの地域生

活支援事業補助金でございます。 

 ４６ページ、項３委託金、目２民生費委
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託金は、国民年金事務委託金と中国残留邦

人等支援事業委託金でございます。款１６

府支出金、項１府負担金、目１民生費府負

担金は、国民健康保険基盤安定負担金や生

活保護費負担金、障害者自立支援給付費等

負担金などでございます。 

 ４８ページ、項２府補助金、目２民生費

府補助金は、老人医療費や重度障害者医療

費に係る補助金などでございます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、６２ページの生活保護費に係

る返還金や徴収金、重度障害者医療費に係

る返還金などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、１１

４ページ、款３民生費、項１社会福祉費、

目１社会福祉総務費は、１１６ページの新

型コロナウイルス感染症対策に係る障害

福祉サービス従事者応援給付金及び障害

福祉サービス事業所支援金、広域連合市町

村負担金、１１８ページの国民健康保険特

別会計及び後期高齢者医療特別会計への

繰出金などでございます。 

 １２０ページ、目３国民年金総務費は、

国民年金事務に係る経常経費、目４国民年

金事務費は、国民年金システム改修委託料

などでございます。 

 目５老人医療助成費及び目６重度障害

者医療費助成費は、医療費係る助成金など

でございます。１２２ページ、目７障害福

祉費は、みきの路及びふれあいの里に係る

運営委託料や各種障害福祉サービスに係

る給付費などでございます。 

 １３４ページ、項３生活保護費、目１生

活保護総務費は、１３６ページの生活保護

システムに係る委託料、目２扶助費は、生

活保護費などでございます。 

 以上、保健福祉部の生活支援課、障害福

祉課、国保年金課が所管いたしております、

令和２年度一般会計歳入歳出決算につい

ての補足説明とさせていただきます。 

○香川良平委員長 平井保健福祉部理事。 

○平井保健福祉部理事 それでは、認定第

１号、令和２年度摂津市一般会計歳入歳出

決算のうち、保健福祉部の保健福祉課と高

齢介護課が所管しております事項につき

まして、目を追ってその主なものについて

補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、決算書３２

ページ、款１３分担金及び負担金、項１負

担金、目１民生費負担金は、老人保護施設

入所負担金でございます。 

 ３４ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料は、ちびっこ

広場用地使用料と地域福祉活動支援セン

ター用地使用料でございます。 

 ３８ページ、款１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、低所

得者保険料軽減負担金でございます。 

 ４０ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金は、介護保険システム改修補

助金でございます。 

 ４２ページ、目３衛生費国庫補助金は、

がん検診推進事業補助金と風疹対策のた

めの予防接種事業費補助金、新型コロナウ

イルスワクチン接種体制確保補助金でご

ざいます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金は、民生児童委

員協議会負担金、低所得者保険料軽減負担

金などでございます。 

 ４８ページ、項２府補助金、目２民生費

府補助金は、地域福祉・高齢者福祉交付金

や老人クラブ活動等社会活動促進事業補

助金などでございます。 

 ５０ページ、目３衛生費補助金は、保険

事業費補助金や予防接種事業費補助金な
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どでございます。 

 ５６ページ、款１９繰入金、項１特別会

計繰入金、目２介護保険特別会計繰入金は

介護保険特別会計からの繰入金でござい

ます。款２０諸収入、項３貸付金元利収入、

目４３次救命救急センター貸付金元利収

入は、５８ページの３次救命救急センター

への貸し付けに係る元利収入でございま

す。 

 項４雑入、目２雑入は、６０ページの各

種検診や予防接種に係る自己負担金、６２

ページの老人緊急通報利用料、高齢者日常

生活支援利用料などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが１１４

ページ、款３民生費、項１社会福祉費、目

１社会福祉総務費は、１１６ページの地域

福祉活動支援センターに係る委託料や、せ

っつ高齢者かがやきプラン策定委託料、社

会福祉関係団体に対する補助金、新型コロ

ナウイルス感染症対策に係る医療従事者

及び介護保険サービス従事者応援給付金、

検体採取補助金、医療機関体制整備支援補

助金、１１８ページの介護保険特別会計へ

の繰出金などでございます。 

 目２老人福祉費は、各種高齢者福祉サー

ビスに係る委託料や１２０ページのシル

バー人材センターに対する補助金、高齢者

民間賃貸住宅家賃助成費などでございま

す。 

 １３６ページ、款４衛生費、項１保健衛

生費、目１保健衛生総務費は、１３８ペー

ジの保健センター管理委託料、休日小児急

病診療所管理委託料、三島救命救急センタ

ー負担金などでございます。 

 目２予防費は、１４０ページの各種検

診・予防接種に係る委託料、新型コロナウ

イルスワクチン接種の体制整備に係る委

託料などでございます。 

 以上、保健福祉課と高齢介護課が所管し

ております、令和２年度摂津市一般会計歳

入歳出決算についての補足説明とさせて

いただきます。 

○香川良平委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 光好博幸委員。 

○光好博幸委員 それでは、私のほうから

質問をさせていただきます。 

 全て決算概要で質問させていただきま

す。 

 まず、決算概要の７８ページ、新型コロ

ナウイルス感染症対策医療機関体制整備

支援事業についてでございます。事務報告

書の１６６ページにも記載がございまし

たけれども、大阪府から診療検査医療機関

の指定を受けた市内の病院または診療所

に対しての体制整備に係る補助金を交付

するということですが、改めて補助金創設

の経緯について、１回目、お聞かせいただ

きたいと思います。 

 質問番号２番、決算概要９８ページ、健

康せっつ２１推進事業です。これも保健福

祉課です。三つあります。 

 令和２年度、せっつ健康まつりが中止に

なるなど、新型コロナウイルスの影響で市

民の方々が健康を考えるイベントなどが

減ったように感じております。事務報告書

の１６７ページに市民健康教室の実施の

状況についての記載がありましたけれど

も、コロナ禍において、動画配信をされた

というふうに認識しております。これはま

ずどのような取り組みをされたのか１回

目、お聞かせください。 

 保健福祉課。 

 質問番号三つ目、決算概要、まちごとフ

ィットネスヘルシータウン事業です。事務

報告書１６８ページにも記載がありまし
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て、健康マイレージについての記載があり

ましたけれども、この健康マイレージ事業

につきまして、令和２年度は三年目という

ところでございました。その効果などを検

証されて、改めて令和３年度の各事業を継

続されたと私は認識しておりますけれど

も、事務報告書では、参加者が２，３６６

人というところで、コロナ禍にかかわらず

５００人以上の参加者がふえているとい

うところに感心しておりますけれども、改

めて状況とかどのような傾向というか、特

色があったのか。少しお聞かせいただきた

いというふうに思います。 

 続きまして、質問番号４です。生活支援

課、一つです。決算概要、７８ページ、生

活困窮者自立支援事業です。 

 これも事務報告書を確認させていただ

きましたけれども、１７３ページから記載

がございまして、昨年度と比べて、新規相

談件数が約４．５倍になっておったと認識

しています。改めて令和２年度どのような

相談内容が多かったのか、あるいは、その

特徴的なことがあればお聞かせください。 

 続きまして、高齢介護課に移ります。三

つございます。 

 まず一つは要望です。決算概要の８０ペ

ージ、高齢者日常生活支援事業において、

高齢者移送サービスについてでございま

す。 

 この高齢者移送サービス、いつも取り上

げさせていただいていますけれども、この

利用要件を改めて確認させていただきま

すけれども、６５歳以上で要支援１以上、

あるいは、外出時の移動が車椅子の方とい

うことの全てに該当することだと思いま

す。これらに該当しない高齢者の方が多く

おられて困っているような状況だと私は

認識していますし、バス停すら遠いという

ふうに思われている方も多くいらっしゃ

ると思います。 

 以前から申し上げておりますように、こ

れから、ますます高齢化が進む中で、高齢

者の移動手段確保ということは重要なこ

とではあると思いますし、ぜひ、利用要件

の緩和、あるいは、サービス拡充に向けて

検討いただきたいというふうに思います。

これは強く要望しておきます。 

 また、移動手段の確保というのは、要件

を緩和するということで、いろいろ今まで、

各課で移動支援に関する要望をさせてい

ただいていましたけれども、これからの地

域公共交通会議ということも予定されて

おりますし、もう少し大きな枠組みで市全

体として、高齢者を含めた市民の移動手段

ということを私は考えるべきだというふ

うに思いますので、ぜひ、どういうふうに

確保していくのかということも検討して

いっていただきたいと思います。 

 よく市内循環バスの有効活用等々を聞

きますけれども、そこにとどまらず抜本的

な見直し。市民ニーズにどう答えていくの

か。総合的に考える必要があると思います

ので、これは移動手段の在り方というとこ

ろで検討いただきますように、これは強く

要望しておきます。 

 続きまして、質問番号５番、決算概要８

０ページ、ひとり暮らし高齢者等安全対策

事業です。これは毎回取り上げております

けれども、緊急通報装置設置委託料です。

１１６万７，５００円を執行されておりま

すけれども、改めて令和２年度のサービス

の利用状況をお聞かせください。 

 続きまして、質問番号６番、決算概要８

０ページ、ひとり暮らし高齢者等安全対策

事業ですけれども、ライフサポーター事業

について聞かせていただきたいと思いま
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す。これは委託料として、１，３４３万８

１０円が執行されておりました。事務報告

書にも記載がありましたけれども、初めに、

令和２年度の実績についてお聞かせくだ

さい。 

 続きまして、障害福祉課に移ります。二

つあります。 

 質問番号７番、決算概要８４ページ、こ

れも毎回取り上げておりますけれども、福

祉タクシー事業です。福祉タクシー利用助

成費です。予算現額が５００万円に対しま

して、決算額が３４１万４，４５０円とい

うところで、執行率が年々落ちているよう

に感じております。 

 まず、この要因をどのように捉えられて

いるのかを１回お聞かせいただきたいと

思います。 

 最後です。質問番号８番です。決算概要

８６ページ、障害者虐待防止事業です。成

年後見制度利用助成費ということの記載

はございました。ここ数年これも執行率が

ゼロになっているというところが気にな

るところでございますので、まず初めに、

そもそもこの成年後見制度というのはど

ういったものなのかというのをお聞かせ

いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、新型コ

ロナウイルス感染症対策医療機関体制整

備支援事業についてのご質問にお答えい

たします。 

 令和２年度秋以降のインフルエンザ流

行期に備え、発熱患者への検査需要に対応

するため、相談または診療・検査を行う医

療機関の指定を行い、体制整備を図る方針

が国から出されました。診療・検査医療機

関は発熱患者の動線を他の患者と分離す

るなどの感染対策が求められることから、

負担軽減のため、国の補助金もございまし

たが、市としましても診療・検査医療機関

を確保することは、地域医療体制を維持し

ていく上で非常に重要と考え、医療機関へ

の支援と検査体制の拡充を目的に、体制整

備費用に対する補助制度を創設したもの

でございます。 

 続きまして、質問番号２番、健康せっつ

２１推進事業の動画配信についてのご質

問にお答えいたします。 

 市民健康まつりや市民健康教室など、人

が集まる形での啓発や情報発信に係る事

業を中止せざるを得なくなったことから、

自宅で気軽に健康づくりに取り組んでい

ただけるよう、令和２年度は１１月の健康

づくり推進月間に合わせ、せっつ動画ｄｅ

健康フェスをオンラインで開催いたしま

した。内容としましては、事務報告書にあ

りますフレイルや心筋梗塞、脳卒中予防の

講話を含み、ダンスや体操を見ながら一緒

に体を動かせるもの、健康診断やがん検診

を紹介するものなど、健康に関する動画を

２２本制作し、市のホームページ上で配信

したものでございます。 

 また、高齢介護課がオンライン開催しま

した介護の日イベントと共同でプレゼン

ト企画を実施し、健幸マイレージ参加者に

は応募者全員に５００ポイントを付与す

るなど、視聴者がふえるようなインセンテ

ィブを加えました。 

 続きまして、質問番号３番、まちごとフ

ィットネスヘルシータウン事業の健幸マ

イレージ事業についてのご質問にお答え

いたします。 

 継続者を含めた参加者は事務報告書１

６８ページに記載のとおりでありますけ
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れども、そのうち新規の参加者数は４９３

人で男性が１６３人、３３．１％、女性が

３３０人、６６．９％でございました。継

続者も含めた全体の年代別では、男女とも

７０歳代の割合が最も多く、他の年代の約

２倍を占めております。また、６５歳未満

が１，３５２人、５７．１％、６５歳以上

が１，０１４人、４２．９％でございまし

た。令和２年度の新規参加者だけで見ます

と、６５歳未満は６４．９％となっており

ます。活動量計とアプリの比率はそれぞれ

６４．５％、３５．５％でありますが、新

規参加者では活動量計とアプリがほぼ同

数となっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、光好委員

の生活困窮者自立支援事業に係りますご

質問、コロナ禍におけます令和２年度の相

談内容の傾向、特徴等につきまして、ご答

弁申し上げます。 

 自立相談支援事業の新規相談件数が令

和元年度の１６６件から令和２年度は７

８３件と約４．７倍の増加。住居確保給付

金の新規相談件数は令和元年度の１７件

から令和２年度は３１３件と約１８．４倍

の増加。同じく住居確保給付金の申請件数

も令和元年度の１件から令和２年度は１

０５件と１０５倍の増加となっておりま

す。 

 相談内容の傾向といたしましては、収入

や生活費に関することが令和元年度の９

５件から令和２年度は５８３件と約６．１

倍の増加。家賃やローンの支払いに関する

ことが令和元年度の３６件から令和２年

度は２２９件と約６．４倍の増加となって

いることから、失業や休業、収入の減少等

により、生活が困窮し、日常生活の維持が

困難となっている世帯が激増している状

況が垣間見られまして、長引くコロナ禍が

市民生活を圧迫している影響は非常に大

きいものであるというふうに実感してお

ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号５番です。

ひとり暮らし高齢者安全対策事業の緊急

通報装置設置委託料のサービス利用状況

についてでございます。 

 まず、緊急通報装置の内容でございます

が、このサービスは家庭での事故や突然の

病気のときに、利用者が貸与されたペンダ

ントなどのボタンを押すと業者側の係員

が必要に応じて駆けつけて救急搬送を行

う、２４時間対応のサービスでございます。 

 サービスの対象者は市内に居住し、脳梗

塞、心疾患などの重篤な疾患のために、常

に緊急の事態が生じる恐れのあるおおむ

ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者でご

ざいます。 

 なお、家族と同居していても介護してい

る方が就労等の事情により、昼間不在の方

も含んでおります。利用条件につきまして

は、令和２年度末の利用者数では１１６名、

緊急対応については、通報件数が２８２件、

うちパトロール員対応件数が６９件、救急

搬送件数は３９件となっております。 

 昨年度と比べまして、利用者数は５名の

増加、通報件数は１７件の増加、うちパト

ロール員対応件数は増減なしですけれど

も、救急搬送の件数は１２件の増加となっ

ております。これまでの推移としましては、

利用者数は令和元年度までは微減の傾向

が続いておりましたが、令和２年度で微増

となっております。 

 また、通報件数に関しては増加の傾向が
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続いております。 

 続きまして、質問番号６番、こちらもラ

イフサポーター業務委託料の実績につい

てでございます。ライフサポーター業務は

ひとり暮らしの登録をされた人で見守り

の必要があると判断した方に、社会福祉協

議会のライフサポーター５名が個別に訪

問を行い、見守りの中でお困りごとを聞い

たり、ご本人の健康状況の変化に応じて、

必要なサービスにつなぐなどの支援を行

っております。 

 そのほかに、その時期に応じて効果的な

チラシの配布というのも行っておりまし

て、コロナ禍におきましては、フレイル予

防のためのチラシでありますとか、産業振

興課より提供いただきました特殊詐欺の

注意喚起のチラシなどを配付するなど、高

齢者の健康や生活に役立つ情報提供を行

っております。令和２年度末の訪問実績で

ございますが、ひとり暮らし登録をされて

いる方が１，３２７人、訪問回数が６，８

３７回でございました。令和元年度と比べ

ますと、対象者が２３人、訪問回数は２２

２回の減少となっております。 

 また、令和元年度までは７５歳以上の高

齢者を対象に訪問をしておりましたが７

５歳以上の訪問が終わりましたことから、

令和２年度からは７５歳に到達された方

への訪問をしております。令和２年度は６

６４人の対象者に９９７回の訪問をして

おります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 障害福祉課に関す

るご質問にお答えいたします。 

 まず、質問番号７でございます。福祉タ

クシーの利用助成費の執行額でございま

すが、年々減少しております。ここ２年程

度の分析にはなりますが、要因は大きく２

点あると考えております。 

 １点目は、利用件数が令和元年度の６，

６１３件から令和２年度の５，５８２件に

１５％程度減少しておりますことから、新

型コロナウイルス感染症のまん延に伴う

外出控えがあったものと考えております。 

 もう１点でございます。福祉タクシー事

業につきましては、乗車されたタクシーの

初乗り運賃を助成するものでございます

が、一件当たりの助成単価が令和元年度の

６７２円から、令和２年度には６１２円と

１割近く減少しております。こちらにつき

まして、令和２年２月にタクシー運賃の改

定がございまして、初乗りの距離を短縮し

運賃を安くするという料金設定を選択さ

れたタクシー会社が多くございました。そ

の結果、福祉タクシー利用助成費の単価も

減少し、執行額が減少したものと考えてお

ります。 

 続きまして、質問番号８の障害者虐待防

止事業に関するご質問でございます。 

成年後見制度利用助成費の内容という

ことでございますが、こちらにつきまして、

生活保護を受給する障害者が成年後見制

度を利用する際に、後見人への報酬を市が

肩代わりして負担するものでございます。

平成２７年度に２６万７００円を執行し

たのを最後に、しばらく対象者がいない状

態が続いておりまして、執行がゼロという

ことになっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは、２回目の質問をさせていただ

きます。 

 質問番号１番目です。 
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 新型コロナウイルスの支援事業につい

てですけども、補助金の創設の件について

お聞かせいただきました。 

 市としても検査医療機関を確保するこ

とは非常に重要という観点から、この補助

制度を創設したということだと思います。 

 この補助金額ですね、病院が１００万円、

診療所が５０万円ということで、金額とし

ては大きいほうだと思うんですけども、一

方では決算概要を見てますと、予算現額、

１，６５０万円に対しまして、決算額が１，

０００万円というところで、執行率が思い

のほか低いんじゃないかなと、感じました。 

 この状況に対しまして、市としてどのよ

うに捉えているのかというのを２回目お

聞かせください。 

 続きまして、質問番号２番目です。 

 健康せっつ２１推進事業ということで、

動画配信についてお聞かせいただきまし

た。健康に関する動画、２２本も制作され

たということで、驚きましたけれども、こ

の動画配信、コロナだからこそ人が集まら

ないという形で、新たな取り組みというと

ころで情報発信されたのかなという、チャ

レンジされたというふうに思いましたけ

れども、この効果、どのように捉えられて

いるかというのを２回目お聞かせくださ

い。 

 続きまして、質問番号３です。 

 まちごとフィットネスヘルシータウン

の健幸マイレージ、令和２年度の状況、特

色、お聞かせいただきました。おおむね理

解いたしました。 

 この令和２年度は、コロナの影響で、健

康づくりに関するイベントそのものが減

っていまして、いろいろ工夫されて、健康

マイレージ、ポイントを付与できるような

機会を作っていただいていたと思うんで

すけれども、それそのものが減少している

ように思います。 

 その課題を解消されるために、令和２年

度に工夫されたことがあればお聞かせい

ただければと思います。 

 続きまして、質問番号４です。 

 生活困窮者自立支援事業です。 

 令和２年度の相談内容、あるいは傾向な

どをお聞かせいただきました。 

 増加しているところでございましたけ

れども、特に住居確保給付金ですけれども、

前年の１７件から３１３件の１８．４倍と

いうことで、非常に伸びているかと思いま

す。 

 そういった意味では、コロナ禍において

非常に窓口も混雑していたような気がす

るんですけども、問題がなかったのか、あ

るいは混乱がなかったのかというのを２

回目、確認の意味でお聞かせください。 

 続きまして、質問番号５です。 

 ひとり暮らし高齢者安全対策事業の緊

急通報装置です。令和２年度の状況をお聞

かせいただきました。 

 これも要望としておきますけれども、内

容を聞いていますと、通報件数も多くて、

実際に救急搬送されたのが３９名という

ことで、１２件増加されているということ

で、有効活用されているかというふうに思

います。 

 一方で利用者が減少傾向にあるという

のが気になってまして、やはり固定電話で

しか対応できないとか、利用要件ですね。

重篤な疾患を持つ方に限定しているとい

うことが私は大きな原因ではないかとい

うふうに思っています。 

 昨年の決算審査に係る委員会の際も、幅

広い要件で救急通報システム、事業を展開

されている大阪市の例を挙げたかと思い
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ますけれども、本市としてはやはりより多

くの高齢者の方に利用していただく必要

があるんじゃないかなというふうに改め

て申し上げておきます。 

 これからますますひとり暮らしの方が

ふえますし、ひとり暮らしの高齢者が、や

っぱり遠方に住む家族にとっては心配で

しょうし、急に体調の変化とか、あるいは

救急医療につなげてくれるということ、ま

たパトロール隊が駆けつけてくれるとい

うのは、非常に安全で、安心材料になると

思いますので、何回も繰り返しますけれど

も、ぜひ対象者の拡大、次の見直しも含め

て実施して、スキームの見直しも固定電話

等々も含めて、工夫するなり、システムを

入れ替えるなり、実施をしていただければ

というふうに考えておりますので、要望と

させていただきます。この質問はこれで終

わります。 

 続きまして、質問番号６です。 

 高齢者の安全対策事業ですが、ライフサ

ポーターについての実績をお聞かせいた

だきました。おおむね理解いたしました。 

 ご答弁にもありましたけども、令和２年

度から７５歳に到達された方への訪問と

いうところで、これまでは７５歳以上を順

次訪問されていたかと記憶してます。何か

内容が変わったことがもしあればお聞か

せいただきたいのと、その効果についてど

のように捉えているかということを併せ

てお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号７です。 

 福祉タクシーです。 

 令和２年度の事業内容をお聞かせいた

だきました。 

 初乗り運賃が安くなったというところ

でございましたけども、少し利用者が少な

いように私は感じております。 

 これも対象者の拡大に関しては要望さ

せていただいてます。いろいろ調べると、

他市では１級精神障害者の方を対象にし

てる市も多いというふうに私、認識してお

りますけども、この福祉タクシー事業です

ね、北摂７市の中でどういった状況になっ

ているかというのを参考にお聞かせいた

だきたいと思います。 

 質問番号８です。 

 障害者の虐待防止事業でございます。 

 成年後見制度についてお聞かせいただ

きまして、いわゆる対象者がいないから執

行がなかったというご答弁だったと思い

ます。 

 この制度、高齢者とか、障害者の権利を

守る大切な制度であるというふうに私、考

えておりますけれども、一方で助成費その

ものが廃止になってしまうんじゃないか

なというふうに、危惧するところでござい

ますので、言える範囲で構いませんので、

これからこの制度、どのように取り組もう

とされているのかというのを２回目お聞

かせいただきたいと思います。 

以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 荒井福祉部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、新型コ

ロナウイルス感染症対策医療機関体制整

備支援事業の執行率についてのご質問に

お答えいたします。 

 予算としましては、病院は市内全４か所

分、診療所は全体の約半分である２５か所

分を計上しておりましたが、実際には事務

報告書にありますとおり、病院が３か所、

診療所が１４か所でございました。 

 発熱患者の診療・検査を行うことについ

て、風評被害や、過度の負担などへの懸念

があると考えられたことから、昨年９月に
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は摂津市医師会会員に向け、指定を受けて

いただけるよう、茨木保健所が説明会を行

いました。 

 結果として、指定を受けたのは１７か所

でございましたが、かかりつけ医など、地

域の身近な医療機関で診察や検査が受け

られる体制の確保は一定できたものと考

えております。 

 続きまして、質問番号２番、健康せっつ

２１推進事業の動画配信の効果というこ

とについて、ご質問にお答えします。 

 動画視聴者のアンケートによりますと、

「動画なので何回も繰り返し見られた」と

か、「今後も配信を希望する」といったご

意見が寄せられ、動画という新たな啓発の

方法に有効性を感じたところでございま

す。 

 一部の動画は令和３年度、ワクチン接種

会場において、接種後、経過観察の間に視

聴いただくといった活用もしております。 

 また、今回の動画制作に当たっては、ふ

だんから関わりの深い摂津市医師会、歯科

医師会、薬剤師会や、市民の健康づくりグ

ループなどはもちろん、国立循環器病研究

センターや、国立健康・栄養研究所、ガン

バ大阪や、摂津高校ダンス部など、多くの

ご協力を得ました。 

 これらの成果やつながりを生かして、令

和３年度も健康づくりに関する動画を制

作し、現在、配信しております。 

 仕事を持つ方や、子育て世帯など、教室

等への参加が少なかった方々にも自宅で

気軽に健康づくりに取り組んでいただけ

ることから、若いうちから健康への関心を

持って、健康的な生活習慣へと行動を変え

るきっかけが作れるものと期待しており

ます。 

 続きまして、質問番号３番、健幸マイレ

ージ事業の工夫ということについてのご

質問にお答えいたします。 

 市民の運動の機会や、健幸マイレージの

ポイントを獲得する機会を提供するため、

令和２年１１月から令和３年２月末まで

フォトラリーと題した事業を実施いたし

ました。 

 内容としましては、市内の既存のウオー

キングコース内で、市が指定した２か所、

もしくは参加者が市内で選んだ２か所の

お薦めスポットを写真で撮影して提出し

ていただくというものでございます。 

 スポットの間は、歩いて移動することを

条件とすることでウオーキングを促すと

ともに、撮影した写真を市に提供していた

だくことで、健幸マイレージでのポイント

を付与するというものでございます。 

 なお、この事業は都市計画課とのコラボ

企画とし、都市景観パネル展の応募につな

げました。参加者は５０人、写真は４９２

点提出され、健幸マイレージポイントは最

高で５，７００ポイントも獲得された方が

おられました。 

 参加者のうち、２０歳代から５０歳代の

方が約３割となっており、若い世代の参加

も促すことができたと考えております。以

上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 令和２年度の相談

件数や、住居確保給付金の申請件数が大幅

に増加したが、担当する生活困窮者自立支

援相談窓口で混乱はなかったのかという

お問いかと存じます。 

 令和２年４月２０日から、住居確保給付

金の受給要件が緩和されました結果、相談

申請件数が大幅に増加いたしまして、特に

令和２年５月だけで１０６件の相談件数

があったように、一時期に相談申し込みが
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集中したことから、相談申し込みにつきま

しては、事前予約制を導入させていただき

まして、その結果、限られた人員体制の中

で効率的な対応ができたのではないかと

いうふうに考えております。以上でござい

ます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号６番、ライ

フサポーターについてでございます。 

 ７５歳に到達された方への訪問の内容

や効果についてお答えをします。 

 訪問をきっかけとしまして、介護保険や

介護保険以外の福祉サービスにつながっ

た件数としましては、令和２年度は介護保

険につながった件数が１件、介護保険以外

の高齢福祉サービスにつながった件数は

４件でございました。 

 ７５歳は、後期高齢者となる年齢で、介

護を必要とする人が多くなったり、健康や

介護への不安、日常生活への困りごとなど

も出てくる方もおられますが、その一方で、

趣味やボランティア、地域活動などに取り

組む元気な高齢者も多数おられる年齢で

ございます。 

 訪問させていただいている高齢者は、家

族と同居しているなど、必ずしもサービス

につなぐ必要のある方ばかりではありま

せんが、一定の困っている方のお声を拾う

ことや、制度に繋げることができたと考え

ております。 

 元気に活動されている方には、介護予防

や、地域包括支援センターの存在とか、市

の取り組みをお伝えする中で、例えば近所

で困っている人がいたら、地域包括支援セ

ンターや、市役所のことを教えてあげてく

ださいということをお伝えしますと、そう

いえばご近所で気になる人がいるという

ようなお声も頂くこともございます。 

 ７５歳は一定の節目でありますので、今

後も介護予防に関する意識啓発や、地域で

の見守り、そういった市民の啓発のきっか

けづくりにも役立っていると考えており

ます。以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 では、質問番号７、

福祉タクシー事業についてお答えいたし

ます。 

 福祉タクシー事業の北摂７市の状況で

ございます。豊中市、箕面市を除く５市が

実施しております。 

 各市の単独事業でございますので、助成

内容はそれぞれ少しずつ異なっておりま

すが、まず、助成額につきましては本市同

様に初乗り運賃の助成としておるところ

が多くございます。 

 あと、一人当たりの年間の利用限度の件

数につきましては、本市の２４枚、１か月

当たり２枚というところと、あと１か月当

たり４枚、年間４８枚としているところと

半々くらいの状況でございます。 

 先ほどもございました精神障害者、手帳

所持者への助成状況でございますけれど

も、北摂５市、本市を除く全ての市で、身

体障害者手帳１、２級、療育手帳Ａの所持

者に加えて、精神障害福祉手帳１級の所持

者も助成対象としておるところでござい

ます。 

 続きまして、質問番号８番、障害者虐待

防止事業に関するご質問でございます。 

 知的障害者や精神障害者、認知症高齢者

の権利擁護のために、成年後見制度は非常

に重要な手段でございます。 

 しかしながら、これまで制度普及に向け

た十分な取り組みができていない状況で

あることは否めません。 

 制度利用がない状況が続きますと、職員



- 23 - 

 

の知識やノウハウの継承という点でも課

題があると認識しております。 

 今後、制度の普及や利用促進、また職員

の知識の向上といった点に向けまして、外

部の力をお借りすることも含めて検討し

てまいりたいと考えております。以上でご

ざいます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは、３回目に移ります。 

 おおむね要望とさせていただきますけ

れども、まず質問一つ目です。 

 新型コロナのところの体制整備支援事

業についてです。 

 執行率が低いことについての見解をお

聞かせいただきました。せっかくの補助金

というところでございますが、執行率が低

いのが気になりましたのでお聞かせいた

だいたしだいでございますけれども、診療

所に関しましては５０か所のうち１４か

所にとどまったということで、いろいろ苦

労をされたかというふうに思いますけど

も、何とか全部で１７か所、確保できたと

いうふうに理解いたしました。 

 いつも執行率をよく見ていますけど、や

っぱり執行率が低いということは何かや

っぱり要因があるんではないかというふ

うに思いますし、保健福祉課に限らず、こ

れからまた本市独自のこういった補助制

度みたいなものも進めていくかと思いま

すけれど、ぜひその実態に合った事業設計

をしていただきたいなというふうに思っ

ていますので、よろしくお願いしたいと思

います。要望としておきます。 

 続きまして、質問番号２です。 

 健康せっつ２１推進事業です。 

 動画配信の効果についてお聞かせいた

だきました。繰り返し見れること。あるい

は新型コロナワクチン接種会場でも放映

されていたというところでございまして、

効果的であったのではないかなというふ

うに認識いたしました。 

 また、ご答弁にもありましたけど、今回

の動画作成に関しましては、いろんな機関

と協力されているようですし、これからも

そういった関係機関とも密に連携を図り

ながら、やはり市民の健康づくりというと

ころに向けて取り組んでいただければと

いうふうに考えておりますので、よろしく

お願いいたします。これも要望です。 

 続きまして、質問番号３です。 

 健幸マイレージ獲得のために工夫して

取り組まれたことについてお聞かせいた

だきました。おおむね理解いたしました。 

 ウオーキングと都市景観パネル展との

コラボ企画を展開されたということで、若

い世代の方々の参加も促せたということ

で理解いたしました。一定の効果があった

んじゃないかなというふうに思います。 

 次に活動量計のデータ送信についてお

聞かせいただきたいと思います。やっぱり

活動量計、データ送信に苦労されていると

思いますし、以前、出張とか、イベント会

場での対応というところでされてたかと

思います。 

 先ほども言いましたけど、コロナ禍で令

和２年度のイベント等々も中止になられ

てますので、データ送信を、ついうっかり

し忘れているというところがございます

ので、令和２年度に健幸マイレージに参加

されてる中で、データ送信がしっかりとさ

れている割合、どれくらいなのでしょうか。

先ほどスマホのアプリと活動量計の割合

をお聞かせいただきましたけれども、私は

活動量計を使っていますけど、割合のデー
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タがございましたらお聞かせいただきた

いと思います。 

 続きまして、質問４番目です。 

 生活困窮者自立支援事業でございます。

窓口の対応についてお聞かせいただきま

した。 

 混乱はなかったということですね。いつ

も体制のことを言っていますけども、令和

元年度の５月、相談支援員の方が１名増員

されて、４名体制で対応されてるというふ

うに認識しております。 

 以前からも運営体制については恒久的

な対策というところでご指摘をさせてい

ただいてたと思うんですけれども、いろい

ろお話をさせていただいている中で、この

相談支援員の方との契約が今年度で終わ

るというふうにお聞きしました。 

 コロナも落ち着いていますけど、まだま

だ先が見えないですし、これだけ窓口の件

数もふえているということからしても、や

っぱりしっかりと恒久的な体勢、一時的な

ものにとどまらず、しっかりと対応してい

ただきたいと思います。これも要望として

おきます。 

 続きまして質問、６番目です。 

 ひとり暮らしの高齢者安全対策事業の

７５歳に到達された方への効果をお聞か

せいただきました。 

 おおむね理解いたしました。 

 地域の中で気づかれたり、あるいは地域

から相談できるというところの意識の向

上にもつながってるようで、本当に困って

る方の声というのも拾えて、効果も出てる

んじゃないかなというふうに理解いたし

ました。 

 ひとり暮らしの高齢者、ますますふえて

いく。安心して住み慣れたまちで生活が継

続できるというのは、非常に大切なポイン

トだと思いますので、これからもしっかり

サポートいただければと思います。これも

要望として終わります。 

 続きまして、質問番号７です。 

 福祉タクシーの北摂の状況についてお

聞かせいただきました。 

 本市以外は条件が違うけども、精神障害

者の方、全てに対応してるというふうに理

解していいんですか。そういった意味では

本市がすごく出遅れているといいますか、

そういうふうに感じました。 

 執行率が落ちてますし、例えば精神障害

の方の対象を拡大したとしても、今の予算

内で、できるんじゃないかなと。勝手にや

りくりしたら駄目なので、そういった意味

では予算をふやすというよりも、今の要件

の中で対象を拡大することもできると思

いますし、せっかくそういう予算を確保し

ているということでいきますと、残額を残

すんじゃなくて、活用する必要があると思

いますので、ぜひ障害者の方々へしっかり

と対応するといいますか、有効に活用する

といいますか、私が言いたいのはやはり要

件の拡大でございますので、しっかりとま

た検討いただいて、来年度にも反映させて

いただきたいと思います。これも強く要望

しておきます。 

 最後です。質問番号８です。 

 障害者虐待防止というところです。 

 成年後見制度の今後の取り組みという

ことでお聞かせいただきました。 

 制度の普及、あるいは利用促進というと

ころで、外部の力もお借りするようなこと

もお伺いしたかと思います。 

 この成年後見制度ですね、広く知ってい

ただく必要があると思いますし、またせっ

かくですので助成費も活用いただきたい

と思いますので、やっぱりいざというとき
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に利用いただけるように、ぜひＰＲという

か、そういったところの広報活動もしてい

ただきたいと思いますし、廃止にならない

ようにしっかり取り組んでいただきたい

と思います。 

 以上、３回目でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、健幸マ

イレージ事業のデータ送信についてのご

質問にお答えいたします。 

 年間を通じて、歩数データの送信を一度

もされていない方は、約４０％おられまし

た。また、機種別に見ますと、継続参加者、

新規参加者ともに、アプリの方のほうが割

合が高く、継続参加者では６８％、新規参

加者では４７．９％の方が未送信となって

おりました。 

 この状況を踏まえ、アプリ参加者に対し、

データ送信を促すメール通知を発信する

などの準備を現在進めております。以上で

ございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 最後の質問です。 

 データ未送信が全体で４０件ですか。あ

と、活動量計が多いと思ったら、圧倒的に

スマホのアプリが多いということでござ

いました。驚きました。 

 私もスマホでやったこともあるんです

けど、結構簡単なので、皆さんやってるの

かなというふうに思いましたけれども、さ

っきも言いましたように、活動量計のほう

が手間がかかるというか、わざわざ行かな

あかんので、データの未送信が多いので手

を打ってほしいということもお伝えした

かったんですけど、スマホの対応について

も手を打っていただければなというふう

に思います。 

 コロナ禍の、令和元年度と令和２年度は、

活動量計、アプリの状況を確認し、しっか

りとデータ送信をするということも含め

て大事なことだと思いますので、そのあた

りもまた時間があれば検証しておいてい

ただければなというふうに思います。 

 若い世代の方も、この健幸マイレージと

いうのは参加者もふえているようでござ

いますけれども、一方で、男性の方の比率

が非常に低い、半分以下だったというふう

に記憶してます。 

 若いうちからの生活習慣病、圧倒的に男

性のほうが多いと思いますし、後々の疾患

予防というところからいきますと、やっぱ

り男性の方にも促すような必要があるん

じゃないかなと思います。 

 無関心層の方にやっぱりインセンティ

ブという観点も必要だと思いますので、引

き続き魅力ある事業を展開していただき

まして、市民の健康づくりに向けて精力的

に取り組んでいただければというふうに

考えております。これも要望としておきま

す。 

 私の質問は以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員の質問が終

わりました。暫時休憩いたします。 

（午前１１時５１分 休憩） 

（午後 ０時５１分 再開） 

○香川良平委員長 それでは、再開をいた

します。 

 ほかに質疑ございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、質問をさせて

いただきます。 

 決算概要に基づいて質問いたします。 

 ７８ページ、質問番号１番、新型コロナ

ウイルス感染症対策医療従事者応援給付

金事業、保健福祉課です。これについて、

内容や対象者などを教えてください。 
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 質問番号２番、同じく７８ページ、新型

コロナウイルス感染症対策検体採取補助

事業、これも保健福祉課です。内容や対象

者、それから検体採取後にどのようになっ

ていくような仕組みなのか教えていただ

きたいと思います。 

 次に、質問番号３番、９８ページ、がん

検診事業、保健福祉課です。 

 コロナの下での検診ということで、様々

な影響があったのではないかと思います

が、どんな状況だったか教えてください。 

 続きまして、質問番号４番、８０ページ、

高齢者日常生活支援事業、高齢介護課です。 

 この中で、日常生活用具給付費がありま

す。今は支給されていないと思うんですが、

加齢性難聴と認知症の関係というような

ことについて、以前にも質問をし、ご答弁

をいただいております。補聴器補助につい

てどのように考えるのかお伺いしたいと

思います。 

 それから、この高齢者日常生活支援事業

の中で、高齢者民間賃貸住宅家賃助成費も

ございます。これも今までにも質問をして

おりますけれども、まずはこの間の取り組

み、利用件数、周知の方法などについても

教えてください。 

 質問番号５番です。８２ページ、高齢者

交流入浴委託料、高齢介護課です。 

 昨年、ふれあい入浴助成補助金、社会福

祉法人の入浴サービスをもっと活用でき

ないかというような要望などをしていま

した。新たな制度をつくっていただいたと

思うんですが、これについて内容を教えて

ください。 

 次です。質問番号６番です。 

 ８０ページ、新型コロナウイルス感染症

対策障害福祉サービス事業所支援事業、ど

んな内容なのか、件数がありましたら教え

てください。 

 続いて、８２ページ、７番です。同じく

障害福祉課です。 

 老人医療費助成事業、８４ページの重度

障害者医療費助成事業、これは大阪府の削

減で、障害者の医療費窓口の負担が非常に

ふえている、また大きく制度が変わったと

いうことになっていると思うんですけど、

改めて、それぞれの制度の説明をお願いし

たいと思います。 

 また、老人医療費の助成ですけれども、

これについて、外れる人がどれぐらいなの

かということも教えていただきたいと思

います。 

 続きまして、質問番号８番です。８４ペ

ージ、身体障害者日常生活支援事業、障害

福祉課です。 

 補装具交付費、ここでは補聴器が障害の

ある方に対して補助されていると思うん

ですけれども、この補聴器の申請から実際

に使えるまでの手続、そしてどれぐらいか

かるのか教えていただきたいと思います。 

 それから、質問番号９番です。７８ペー

ジの生活困窮者自立支援事業、これは生活

支援課のほうです。 

 コロナで相談が大変ふえているという

お話が光好委員の質問の中でも、はっきり

と分かりました。人員確保ができているか

というようなことも、ご質問があったと思

うんです。私もやはり同じように、職員の

増加を要望しますし、大変たくさんのご相

談が来ている、丁寧にそのことについて見

ていっていただきたいと思っているんで

すけれども、この生活困窮者自立支援事業

の中で、子どもの学習支援というのがあっ

たと思います。事務報告書を見ますと、こ

れがゼロになっているんですけれども、ど

ういう状況なのか教えていただきたいと
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思います 

 質問番号１０番です。同じく生活支援課

です。 

 生活保護事業、コロナで仕事がなくなっ

たなど、自立支援のほうでも相談がふえて

いますよということだったんですけれど

も、生活保護の利用がふえているのではな

いかと思うんですけれども、その状況につ

いて教えてください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号１番、新型コロナウイルス感染症対策医

療従事者応援給付金についてのご質問に

お答えいたします。 

 この給付金は、新型コロナウイルス感染

拡大に伴う緊急事態宣言期間においても、

感染リスクが高い職場で市民生活を支え

続ける医療従事者に対し、感謝、激励する

ことを目的として、一人１万円を支給した

ものでございます。 

 １回目は、令和２年４月７日から５月２

１日までを対象期間として、１，７２７件、

２回目は、大阪府の医療非常事態宣言の発

出を受け、令和２年１２月４日から令和３

年２月２８日までを対象期間として、１，

８１１件、支給いたしました。対象者は期

間中に市内の医療機関で従事していて、患

者や顧客などに直接関わる感染リスクの

高い業務に携わっている人であれば、職種

や勤務日数、時間は問いませんが、原則と

して、各医療機関と雇用契約のある方とい

たしました。 

 続きまして、新型コロナウイルス感染症

対策検体採取補助事業でございます。 

 この検体採取補助事業は、新型コロナウ

イルスの早期発見、早期治療、感染拡大防

止のため、検査体制の拡充を目的に、新型

コロナウイルスの感染が疑われる患者に

対するＰＣＲ検査の検体採取を実施した

市内医療機関に対し、１件１万円の補助金

を３，９４６件分、交付いたしました。さ

らに下半期には、抗原検査を追加し、１件

３，７５０円の補助金を１，１０６件、交

付いたしました。交付しました医療機関は

１７か所でございます。 

 続きまして、がん検診事業についてのご

質問でございます。 

 がん検診事業につきましては、令和２年

度、新型コロナウイルス感染症に係る緊急

事態宣言に伴い、４月及び５月のがん検診

を中止したことや、６月に再開した後も、

受診控えや感染防止対策強化のための定

員削減の影響で、事務報告書１６７ページ

に記載の胃がん、大腸がん、肺がん、子宮

頸がん、乳がん、前立腺がん、ピロリ菌検

査の合計受診者数は、令和元年度と比べ、

２，０６０人の減となっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号４番でご

ざいます。 

 高齢者日常生活支援事業ということで、

日常生活用具給付費には、現在、加齢性難

聴者の補聴器購入は入れていないという

ことの考え方ということでございます。加

齢性難聴者の補聴器購入に対する助成に

つきましては、難聴のためにコミュニケー

ションが取りづらくなり、それが認知症の

発症に影響を及ぼすということが明らか

になっていると認識をしておりまして、令

和２年度に国の研究機関の研究報告がご

ざいまして、適切に補聴器を導入すること

で認知症の発症が軽減されるという可能

性があるという報告がされております。 
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 また、令和２年度に国の調査もございま

して、全自治体の約半数が答えたんですけ

ども、自治体のうちの約４％が助成制度を

実施しているということで回答をしてお

ります。 

 考え方でございますけども、加齢性難聴

は誰にでも起こるというものでございま

すので、自治体間に差がないようにすべき

と考えております。そのために、国におい

て制度を創設することが望ましいという

ことで考えております。 

 そこで、令和３年度にはなるんですけど

も、国への要望として、加齢性難聴高齢者

を対象にした補聴器の購入に対する助成

制度の創設を国に要望を現在しておりま

す。今後も引き続き、国に要望を行うとと

もに、他市の動向も注視してまいりたいと

考えておりまして、しっかりと情報収集と

制度の研究も継続していきたいというふ

うに考えております。 

 次に、民間賃貸住宅家賃助成制度ですけ

ども、こちらは、高齢者の住宅支援を目的

に、民間の賃貸住宅に居住する高齢者世帯

に対しまして、家賃の一部を助成する事業

でございます。１か月につき、家賃が５万

円以下の世帯に対しまして、１か月１万円

を限度として、家賃額の３分の１の額を助

成しており、市民税非課税世帯の方には１，

０００円を上乗せしております。 

 件数でございますが、令和２年度では、

２６６件ということになりまして、令和元

年度と比べまして、３件の増加となってお

ります。 

 制度の周知としましては、令和２年の１

２月に広報せっつへの掲載を行ったこと

によりまして、新たに９件の支給決定の開

始につながっております。そのほかに、高

齢者のための福祉サービスにまとめた冊

子にも掲載しておりまして、高齢介護課の

窓口や市民への配布、ケアマネジャーとか

民生委員、ライフサポートなどにも幅広く

周知を図っていただいているという状況

でございます。 

 次に、質問番号５番でございます。 

 介護予防・ふれあい事業の高齢者交流入

浴の内容についてでございますが、決算書

がゼロ円ということになっておりまして、

高齢者交流入浴につきましては、安威川以

南地域にございます３か所の特別養護老

人ホーム等で、入浴を通じて高齢者同士の

交流を図り、介護予防や認知症予防を図る

ものでございます。 

 令和２年度からの新規事業で、公衆浴場

のない安威川以南地域の特別養護老人ホ

ーム等にご協力をいただきまして、２か所

で週１回、１か所で月１回、６５歳以上の

方が無料で利用できるように施設の浴場

を開放するものでございます。 

 令和２年度の実績がゼロになっておる

んですけども、コロナ感染防止として、入

所者とそのご家族との面会制限があると

いうことによりまして、令和２年度は実施

することができませんでした。それでゼロ

の実績となっております。 

 現在は、施設側の聞き取り調査も行いな

がら、進めておるんですけども、なかなか

ワクチンの接種状況とか、コロナの感染状

況が見通せないということもありまして、

協議は行っているんですけども、現在まだ

開始ができておらないということで、早期

に開始ができるように、今後とも取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 それでは、質問番号

６番、障害福祉サービス事業所支援金、新
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型コロナ対策の件でございます。 

 新型コロナウイルス感染症対策障害福

祉サービス事業所支援金につきましては、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

より、特に大きな影響を受けておりました

就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型、生

活介護の障害福祉サービスを提供する事

業所に対する支援金でございます。 

 これらの事業所につきましては、新型コ

ロナの感染拡大による経済活動の縮小や

イベント中止の影響により受注機会や受

注数が減少し、生産活動収入が減少してお

りました。また、サービスの利用を自粛さ

れる障害者も多く、サービス提供量に応じ

て支払われる給付費にも大きな影響を受

けておりました。そのため、当該事業所の

運営を支援し、生産活動の継続及び障害者

の就労や活動の場の確保を図ることを目

的に事業を実施したものでございます。 

 支援金の交付件数でございますが、就労

継続支援Ａ型が３事業所、就労継続支援Ｂ

型が６事業所、生活介護が４事業所、合計

１３の事業所に対して、利用定員数に応じ

て、それぞれ１０万円から３０万円を交付

いたしました。 

 続きまして、７番目、福祉医療費助成制

度に関するご質問でございます。 

 福祉医療費の助成制度、まとめてお答え

させていただきますけれども、老人医療に

つきましては、６５歳以上の高齢者、障害

者医療につきましては、身体障害者手帳の

１級、２級、知的障害、療育手帳のＡをお

持ちの方等に対する助成で１日５００円、

月３，０００円を超える医療費を助成する

ものでございます。 

 平成３０年４月から老人医療費助成制

度と障害者医療費制度を統合いたしまし

て、重度障害者医療費制度が創設されまし

たが、老人医療費助成制度を受けておられ

ました一部の方につきましては、重度障害

者医療費制度に移行し、対象とならなかっ

た方につきましては、令和３年３月末まで、

経過措置期間として助成を受けておられ

ました。令和３年３月３１日の老人医療費

助成制度の経過措置期間が終了した時点

での対象者につきましては、２７３人の方

がいらっしゃいました。 

 最後、８番の補装具のほうでございます。 

 先ほど、補聴器の助成というご質問でし

たが、一般的な補装具の支給ということで

お答えさせていただきます。 

 補装具費の支給を希望される場合は、医

師が作成した医学的な意見書と処方箋、業

者が発行した見積書を添えて、障害福祉課

に申請していただきます。その後に、希望

する補装具が日常生活や就労、就学をする

上で適当かどうか、大阪府障害者自立相談

支援センターにおいて判定を受けること

になります。 

 判定結果が届くまで、補装具の種類によ

り異なりますが、通常、１週間から３週間

程度の時間を要しておりまして、結果とし

て、申請から支給決定まで早くて２週間程

度、通常１か月程度の時間を頂戴しており

ます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

９番、生活困窮者自立支援事業に係ります

ご質問、学習支援事業の令和２年度の休止

につきまして、ご説明させていただきます。 

 令和２年度におきましては、新型コロナ

ウイルス感染拡大状況を踏まえまして、学

習支援事業に参加する児童・生徒と事業に

協力していただいている大阪人間科学大

学の学生ボランティアの方々への感染防



- 30 - 

 

止、健康・安全を最優先にすべきであると

の判断におきまして、緊急事態宣言発出期

間中及び大阪モデルモニタリング黄色信

号点灯期間中は、学習支援事業を休止する

ことといたしました。 

 ただし、休止期間中におきましても、週

１回、学習支援員によります電話での近況

確認ですとか、添削問題を郵送しまして、

勉強の理解度をチェックするなど、生活面

及び学習面のサポートにつきましては、リ

モートで実施することにより、カバーでき

ていたのではないかと認識しております。 

 続きまして、質問番号１０番、生活保護

事業に係りますご質問、長引くコロナ禍に

おきます本市の生活保護申請件数と受給

者数の状況について、ご答弁申し上げます。 

 まず、令和元年度の生活保護申請件数は

１３９件でしたが、令和２年度は１５０件

と７．９％の伸び率となっております。ま

た、平均被保護受給者数ですが、令和元年

度は１，５５８人でしたが、令和２年度は

１，５３１人となっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 申し訳ございま

せん。保健福祉課、新型コロナウイルス感

染症対策検体採取補助金の答弁の中で１

点、漏れておりましたので、ご答弁させて

いただきます。 

 保健所との連携について、検体採取後の

動きというご質問でございました。これに

つきましては、医療機関が検体採取を行い、

検体の判定を外部機関に外注するなどし

て行った後、結果が陽性であった場合は、

医療機関から保健所に発生届を提出いた

します。陽性者を把握しました保健所は、

本人に連絡をとり、疫学調査を実施し、入

院調整や濃厚接触者などの特定を行いま

す。自宅療養等となった際には、健康観察

などの対応を行っております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、質問をさせて

いただきます。 

 質問番号１番です。 

 新型コロナウイルス感染症対策医療従

事者応援給付金事業、たくさんの方々がう

れしかったというようなお声をお聞きし

ています。おっしゃっていましたように、

お医者とか看護師とかだけではなくて、そ

こで働く人、全てに渡していただいたとい

うふうなことだったと思うんです。ただ残

念ながら、自分ももらえると思っていたの

に駄目だったというお話も聞いておりま

す。それは病院への送迎をしている運転手

なんです。もちろん患者を乗せて往復した

りするわけです。雇用が、委託業者からの

派遣という形で、そこの病院の送迎をずっ

としているんだけれども、自分の雇われ先

が直接病院ではなくて、派遣の会社だった

というようなことで、一緒に仕事をしてい

るのにもらえなかったというのは、すごく

悲しい思いがしたというふうに聞いてお

ります。同じ摂津市内の医療機関で働いて

いるのに、こういうふうになってしまうと

いうことについて、どういうふうに思われ

るかということについてお聞きしたいと

思います。 

 質問番号２番です。 

 検体採取をして、判定をして、その後保

健所へ行くというふうなお話でございま

した。早期発見のためにこういう補助がさ

れるということは、非常にいいことだと思

っています。ただ、当時は熱が出て、かか

りつけのお医者に行こうと思ったら、診療

を断られた。どこに行ったらいいのかも教
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えてもらえなかった。それぞれ体制も違い

ますから、全部が全部こういうＰＣＲ検査

や抗原検査をやれないという事情という

のは、それはよく分かりました。私はどう

したらいいのという、この市民の皆さんに

対しての情報提供ですね。こういうことが

どうなっているのか、今はどこに行ったら

いいかも分からないみたいな話がないの

かどうか、そのことについて、お聞きした

いなというふうに思います。 

 それから、保健所との連携なんですけれ

ども、これがしっかり密にできているのか

なというのも気になっているところです。

濃厚接触者として待機せなあかんとか、い

ろんな判断というのは保健所がされると

思うんですけれども、検査はしたけれども、

その後どうしていいのかということにつ

いて、なかなか保健所から連絡がなかった

と。もう仕事に行けないけれども、濃厚接

触者なのかどうなのかという、そういう判

定がないと、職場にもどういうふうに言う

ていいのか分からない。保健所の指導で待

機するということなのか、それとも自主的

な問題なのかということで、そこの会社が

お給料を出すのか、それとも傷病手当とか、

そういうのを使うのかとか、いろいろ違っ

てくると思うんですけど、連絡がないから、

ともかく待機しているだけというふうな

ことも様々聞きました。 

 そして、はっきりとコロナに感染してい

ますといって、自宅待機になった方の中か

らは、自宅待機中に体調が悪くなっても、

保健所となかなか連絡がつかなかったと、

こういうお話も聞いているんです。熱は出

るけれども、どうしていいか分からない。

たらい回しにされたけれども、本当に自分

がどうなっていくのかと思うと恐ろしい

思いがしたと。症状が落ち着いていったの

でよかったんですけれども、そういうよう

なお話も聞いています。 

 コロナの感染を通じて、いろんな方々が

不安に思ったり、困ったりされていると思

うんですけれども、こういうようなお話は

市のほうに届いているのでしょうか。そう

いうフォローをどういうふうにされてい

るのかということについて、お尋ねしたい

と思います。 

 それから、質問番号３番です。がん検診

事業です。 

 コロナの影響でできなかったというこ

ともあるし、再開してもなかなか検診控え

というんですか、そういうのもあったと思

うんです。どのような配慮をして、ちゃん

と検査を皆さん受けられているのか、その

辺もお聞かせいただけたらなというふう

に思います。 

 質問番号４番です。 

 日常生活用具給付費のほうで、加齢性難

聴と認知症の関係が国のほうの報告もあ

りますよというふうなお話をいただきま

した。自治体の中でも、まだ多くはないで

すけれども、やはり広がってきているとい

うのもあります。東京都などでは、自治体

がたくさん制度を作っておりますし、明石

市でも今年度からやっておられるという

ことです。もちろん、国への要望も非常に

大事だと思います。摂津市議会からも意見

書を挙げておりますけれども、それはそれ

で挙げていただきたい。国がやっぱりしっ

かり頑張ってほしいというのは私らも思

っていますけれども、それだけではなくて、

国のお尻たたく意味も込めて、ぜひ自治体

のほうでも、やっていくということは大事

かなと思いますので、摂津市でもぜひ検討

していただきたいと思います。補聴器に関

しては、要望としておきます。 
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 それから、高齢者の民間賃貸住宅家賃補

助です。広報せっつに載せていただいたり

とか努力をしていただいていると思うん

です。助かっているということで喜んでお

られるお声も聞いています。ただ、この上

限５万円というのが、非常にネックになっ

てきているんじゃないのかなというふう

に思うわけです。総務省の統計で、大阪府

の家賃が平均約５万５，０００円というこ

とですけど、これは公営住宅が入っての平

均だということも、そういう認識を持って

いますということでお答えもいただいて

おります。民間だけやと、これが１万円高

いというふうに言われているわけなんで

す。今は本当に安い家賃でというのは、な

かなかなくなってきています。地震や台風

などで古い住宅が被害を受けて、新しいと

ころに変わったら家賃が上がったという

ふうな声も聞いていますので、ぜひ上限を

引き上げできないかということで、再度、

どのように考えているか、考えをお聞きし

たいと思います。 

 次に、質問番号５番です。 

 ３か所の特別養護老人ホームで無料で

実施し、そのうち２か所は１週間に１回や

っていただけるということで、非常に期待

が膨らんだんです。みんなに知らせなあか

んなって、高齢者の皆さんの中で話しが弾

んでいたんです。お家にお風呂がないとこ

ろもやっぱりまだまだありますので、本当

に期待をするところです。コロナ禍の下で

すので、なかなか相手のあることですので、

難しかったとは思うんですが、ぜひ諦めず

に、状況を見て実施してもらえるように、

要望としておきます。 

 次に、質問番号６番です。新型コロナウ

イルス感染症対策障害福祉サービス事業

所支援事業です。 

 障害者の作業所を初め、様々なところが、

今このコロナで苦しんでおられるという

のが、よく摂津市も理解していただいて、

こういう制度を作っていただいたんだと

思うんですけれども、事業所での４月の報

酬減に係るアンケートのまとめというの

が２０２０年７月に出されております。緊

急事態宣言が発令された４月の深刻な現

状を把握するため、２０１９年と２０２０

年４月の収入を比較する調査を実施をし

たということであります。４２都道府県か

ら５８１事業所が回答を寄せているとい

うことです。 

 細かくいろいろと回答が集計されてい

るんですけれども、緊急事態宣言が発令さ

れた４月が前年に比べて減収になった比

率が回答全体の４９．６％を占めたという

ことです。とりわけ、ショートステイ、そ

れから居宅介護は８割を超える事業所が

減収となったと。日額払い、出来高払いに

移行した現制度の矛盾が如実に明らかに

なったというふうに報告をされておられ

ます。 

 近年の気候変動に伴う台風や豪雨の頻

発化、地震の多発の状況を鑑み、非常時と

日常とは年々不可分になりつつあり、今回

のような感染症の拡大に自然災害がさら

に重なるような複合的災害が各地で生じ

得る状況となってきていますということ

で、数度に分けて、このコロナの下で、臨

時的な取り扱い、事務連絡というのが出た

んですけれども、減収を抑制する一定の効

果が見られたけれども、利用のしやすさ、

対象事業の制限なども課題として出され

て、こういう状態のときに日額払い、出来

高払いということで対応するには限界が

あるということが明らかになったという

ふうにまとめられています。やはり、そも
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そもが、この月額払い制から日額払いや出

来高払いに変わったことで、そういう作業

所等の運営が不安定になって、その上に、

災害や、こういうコロナの問題が重なると、

本当にそのまま続けていくのが難しい、そ

ういうところも生まれてくると思います。

でも、障害のある方にとっては、絶対にな

くてはならない場所ですので、摂津市とし

ても努力をしていただいたと思うし、それ

もさらに頑張っていただきたいと思うん

ですけれども、状況等もよく把握をしてい

ただいて、国に対して、やはり日額払い、

出来高払いではなくて、月額払いの方式に

するように、制度の改善をぜひ国に求めて

いただきたいと思いますので、これについ

ては、要望としておきます。 

 続きまして、質問番号７番です。老人医

療費助成事業と重度障害者医療費助成事

業です。 

 今まで、医療費の助成を受けておられた

方が、今年の３月３１日に経過措置期間が

過ぎたということで、利用料が高くなって

しまったと。２７３人いらっしゃったとい

うことですけれども、やはり何人かの方か

らは、このことでご意見を聞いています。

重度と言われる方に精神障害の部分も含

めてとか、少し制度を拡充したところもあ

りますけれども、やはりたくさんの方が受

けられなくなってしまったということで

した。医療は必要なんだけど、医療費が高

くなったために、病院になかなか行けなく

なったというふうなお声も聞いています。 

 お金の問題で医療から足が遠のくと、本

当に大変なことだなと思っています。ぜひ、

大阪府に対して、しっかり制度の復活をす

るように要望していただきたいと思いま

す。 

 続いて、質問番号８番です。身体障害者

日常生活支援事業の補装具のことです。 

 お医者の診断が要ると。業者の見積もり

が要ると。私がお話を聞いた方は補聴器な

んですけれども、きちっと診断ができる医

者のところに行かなくてはいけない。別府

地域は、なかなかそういうお医者がいらっ

しゃらないということで、タクシーを使う

なり何なりしていかなくてはいけない。お

医者のところに行くのもなかなか大変な

んです。業者もどこでもあるというわけに

もいきませんので、やはりこれもちゃんと

した補聴器を作ってもらえるところへ行

かないといけない。その方も大阪市の南森

町のほうの業者のところまで行くと言う

てはりました。さらに申請してから、結果

が出るまでにまたかかるというふうなこ

とです。１か月ぐらいかかる。その方は、

新規の申請ではなくて、補聴器を使ってい

たんだけど、具合が悪くなってきたと。そ

の時期と更新時期がちょうど重なって、故

障に対しても対応はしてくださるんだけ

れども、やはり医師の診断とか業者の見積

りとか、それぞれ必要で、そうするとまた

１か月ぐらいかかると。１か月ぐらい補聴

器なしのときを過ごしはったんです。そう

すると、ご高齢のご夫婦なんですけど、耳

が聞こえない奥さんに対していらいらす

る。何回も同じことを言わなあかんとか、

言っても通じないとかいうことで、いらい

らして、話をするのが怖いねんというよう

なお話やったんです。この制度をこんなに

申請に時間がかからなくてもいいように

する方法というのはないのでしょうか。そ

のことについてお聞きしたいと思います。 

 続きまして、質問番号９番です。生活困

窮者自立支援の子どもの学習支援事業と

いうことです。 

 電話による子どもたちに対してのフォ
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ローとか、それから学習支援のための資料

の郵送ですか、そういうふうなことも行っ

ていただいているというお話でした。ただ

学習支援をするだけではなくて、これは子

どもの居場所づくり、そういうことも含め

ての事業だというふうに今まで説明もい

ただいていました。コロナ禍で、子どもた

ちの置かれている状況というのは、本当に

ストレスがたくさんたまるような状況に

あると思うんです。学校もそうですし、家

庭でもやっぱり親御さんのいろんな経済

的な状況は様々ある中で、ずっと本当に息

が詰まるような思いをしている子どもも

中にはいるんではないかなと思うんです

けれども、そういう子どもたちの状況、虐

待問題なんかも、今本当に気にせなあかん

ところだと思うんですけれども、どんな状

況なのかというのを、その電話相談なんか

で把握されているのか、また電話だけでは

なくて、これはもう会いにいかなあかんと

かいうような場面もあったかどうか分か

らないですけど、その辺は詳しく教えてい

ただけたらと思います。 

 続きまして、質問番号１０番です。 

 生活保護事業、困窮者自立支援のほうは、

すごい上がり方で相談件数がふえている

わけですが、生活保護のほうは、確かにふ

えているとはいっても、それと比べると、

そう多くはふえていないというふうなこ

となのかなと、件数でいくとね。ここには、

やっぱりいろいろと問題があると思うん

です。生活保護を受けるということに対し

て、やはりなかなか前に進められないとい

うふうな思いがあったりとか、いろんな問

題点があると思うんですけれども、これに

ついては、ぜひしっかりと困窮者自立支援

の相談に来られた方で、生活保護が必要や

なというような場合なんかでも、市のほう

からもしっかりアプローチしてもらった

りとか、そういうことをお願いしたいなと

思うんです。生活保護が権利であると政府

のほうも発信をするという事態にもなっ

ています。本当にためらう中で、命が落と

されるようなことのないようにぜひお願

いしたいと思うんです。 

 そして、２０２０年１０月、生活保護基

準が引き下げられたと思います。２０１９

年、３年かけての引き下げが、２０２０年

で３年目ですよね。その３年間の引き下げ

幅は、最大５％というふうなお話だったと

思うんですけれども、これもぜひ国に戻す

ように求めていただきたいと思います。利

用者の方々、少ないお金の中から、さらに

削られて、生活を削ってされていると思い

ますので、ぜひ親身に寄り添った対応をし

ていただきたいなというふうに思うんで

す。 

 その中で、病院に通うための交通費です

ね。これが支給される制度です。この生活

保護のしおりの中にも、病院にかかる場合、

通院に費用がかかる場合は相談してくだ

さいというのがちゃんと書いてあります

けれども、この交通費が出るというのをま

だまだ知らない利用者の方が結構いらっ

しゃるというのが実態なんですけれども、

どのように周知をされているのか、また申

請用紙などあるのか、そのことについてお

尋ねしたいと思います。 

 ２回目以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、まず１

点目の新型コロナウイルス感染症対策医

療従事者応援給付金事業についてのご質

問にお答えいたします。 

 今回の応援給付金の対象となるのは、原
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則として、事業所と雇用契約のある方とし、

いわゆる労働者保険法に規定される派遣

職員につきましても、事業所の指揮命令を

受けて、その事業所の業務に従事するもの

であることから、対象といたしました。 

 しかし、事業者の委託先の従業員につい

ては、制度設計の段階で、確かに庁内でも

議論はあったところではございますが、各

職員が出勤するか否かも含めて、事業所か

らの直接の指揮や管理が及ぶものではな

いため、その具体的な勤務状況等の把握も

困難でございましたことから、今回の応援

給付金については、対象外としたものでご

ざいます。 

 しかしながら、市としましても、できる

だけ多くの方にお届けしたいという思い

があり、対象者につきましては、給付金の

目的を踏まえて、各医療機関に判断してい

ただくことにするなど、柔軟な対応に努め

てまいりました。一緒に働く方のお気持ち

というのも理解できます。ですので、この

事業に限らず、医療現場で従事される方々

のご意見は、今後も新型コロナウイルス感

染症対策の議論の際に生かしていきたい

と考えております。 

 続きまして、発熱患者等の受診医療機関

の情報提供についてでございます。 

 確かに令和２年度、感染拡大当初は、そ

ういうお電話が入ってきておりましたけ

れども、現在は比較的落ち着いていると思

います。それは、やはり市が体制整備を行

ってきた結果、どこに行っても受けてもら

えないといったことが減ってきているか

らではないかと考えております。もし、市

に電話等で相談が入った場合は、市は、ど

こで診ていただけるかという情報を持っ

ておりますので、相手の方のお住まいをお

聞きしたりして、身近なところで複数の医

療機関をご紹介するなどさせていただい

ております。 

 あともう１点、濃厚接触者に保健所から

なかなか電話が入らないということで、ご

不安な気持ちになるというお話でありま

したけれども、それにつきましても、感染

が拡大をしているときは、確かに市でそう

いったお電話を何度か受けております。そ

の際は、新型コロナ受診相談センターをご

紹介をするわけですが、それでもなかなか

電話がつながらないと思いますので、保健

師がその方の健康状態をお聞きして、必要

に応じて、もし体調がひどくなるようでし

たら、救急車を呼ぶようになどといったよ

うなアドバイスもいたしております。 

 続きまして、がん検診事業についてでご

ざいます。 

 がん検診事業につきましては、新型コロ

ナウイルス感染の拡大を防止するために、

集団の検診会場である保健センターでは、

入館時の検温、手指消毒はもちろんですけ

れども、待ち合いや受け付け、会計、問診

場所などでは間隔を開けて座る、検診場所

に来る人数も減らすなど、密にならない対

策を行って、受診者の安全・安心を優先し

て検診を行っております。検診の申込者に

は、事前の案内発送の際に、感染防止対策

について周知しております。 

 また、がん検診全体での受診率向上に向

けては、令和２年度から乳がん検診の実施

機関を１機関ふやしております。また、未

受診者への受診勧奨の個別通知を封書か

ら圧着はがきにしまして、内容も分かりや

すく変更しております。令和３年度もコロ

ナの影響で受診を控える方がまだいるか

とは思うのですけれども、引き続き、感染

予防を徹底し、様々な機会を捉えて、安心

して検診、受診していただけるということ
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を周知してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問項目４番でご

ざいます。 

 家賃助成の上限額の引き下げの考え方

ですが、現在、制度の拡充につきましては、

考えてはおりませんが、高齢者が安心して

住み続けられる住まいの確保策として支

援することができているというふうに考

えておりますので、継続はしていきたいと

いうふうに考えております。 

 ただ、住まいの問題は、生活の土台です

ので、大事なことだということで私も思っ

ておりますので、高齢者の施策につきまし

ては、様々なニーズがございます。全体の

高齢者施策をどうしていくか、しっかり取

り上げていきたいと、全体の中で、また考

えていきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号８番、補装

具の支給決定期間の短縮についてのご質

問でございます。 

 補装具費につきましては、障害者総合支

援法に基づいて支給するものでございま

すが、補装具費を適正に支給するためには、

医師の診断書や業者の見積書は必要であ

ると考えます。また、制度利用の不公平を

防ぐためにも、第三者機関、専門機関によ

る審査を受ける必要があると考えており

ます。残る部分になると、市の事務処理と

いう部分になると思います。今後も効率的

な事務処理に努め、１日も早く支給決定で

きるように取り組んでまいりたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

９番に係ります２回目のご質問、まず学習

支援事業での児童・生徒に対するサポート

内容につきまして、もう少し詳しくご説明

させていただきます。 

 先ほど、週１回、学習支援員が電話で近

況確認と申しましたが、これは、もちろん

生徒本人だけではなく、親御さんにも連絡

をとっています。勉強やクラブ活動の状況

ですとか、あと将来の進路の話、そういっ

たことも親御さん、生徒それぞれからお聞

きして、今後の方針を確認しているところ

でございます。 

 また、添削問題の郵送につきましても、

生徒、皆さん一律に送るわけではなくて、

その生徒それぞれ不得意分野というのが

ございますので、そこに重点を置いた内容

に合わせた問題を個別に作成し郵送して

いるというところでございます。 

 あと、このコロナ禍の状況ですし、生徒

もやはり学生生活を最優先ということで

すので、なかなかご自宅で面談というのは、

少し難しい現状でございますが、実際に親

御さんと市役所でお会いして、状況確認、

もし可能な場合は、生徒も一緒に連れてこ

られるケースもございます。そういう形で、

面談といいますか、電話だけではなかなか

聞き取りにくい面もございますので、実際

に会って、情報収集するように努めている

ところでございます。 

 続きまして、通院移送費の被保護者の方

への周知方法についてでございます。 

 今、委員のお手元にありました生活保護

の手引きですね。当然、保護開始の説明時

におきましては、その手引きを元にご説明

させてもらいますので、通院移送費の支給

要件ですとか手続の方法、これにつきまし
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ては、詳細に説明させていただいておりま

す。 

 また、通院時には、事前に医療券を発行

して、それを持って病院へ行っていただく

ことになるんですが、まず医療券発行の話

が出たときに、例えば、少し遠距離の病院

とかに行く場合は、通院方法をどうするの

か、その辺の費用の捻出は大丈夫かという

ことを確認しまして、遺漏がないように対

応しているところでございます。 

申請用紙につきましては、それに特化し

た申請用紙というのはございませんが、通

常の一時扶助の申請用紙、これを使ってい

ただくことになります。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 ３回目の質問です。質問

番号１番です。 

 今、前向きなお答えをいただけたなとい

うふうに思うんです。一緒に働いているの

に、何で自分はもらわれへんのやろうとい

うのは、すごくやっぱり悲しい思いがする

と思いますので、ぜひ次回、あんまり次回

があるのはよくないんですけれども、何か

あったときには、そういうことも考えてお

願いしたいなというふうに思います。要望

とします。 

 続きまして、質問番号２番です。 

 当初は、混乱もあったかもしれないけれ

ども、今はいろいろと配慮もしていただい

たり情報も伝えていただいたり、口コミも

いろいろ広がっていて、あそこに行ったら

大丈夫やでとか、そういうのも広がってい

るようなので、今は、かなりどこに行った

らいいというのが皆さん分かってきてい

るのかなと思いますけれども、引き続き親

切な対応をしていただきたいなというふ

うに思います。 

 それから、濃厚接触者になった方とか、

感染症が広がったときに、保健所はやっぱ

りパンク状態になるのかなと思うんです

けれども、今は落ち着ているからそんなこ

とはないと思うんですけど、コロナ感染拡

大が来たときには、なかなか連絡が来ない

というのは、やっぱり聞こえてくるんです。

これは保健所の体制の見直しとかそうい

うことも必要だと思いますので、大阪府へ

も要望をしていただきたいなというふう

に思います。 

 それと、自宅待機をしてはる方が一体ど

ういう状況かというのも、なかなか市もつ

かめないというふうなことがあると思う

んですけれども、やはりいろいろ不安な思

いや、しんどい思いをされているケースが

あるというのが、後になって、回復したか

ら言えるんやけどみたいな話で伝わって

くるんです。自宅待機者への支援というの

も、やはりしっかりしてもらいたいなと思

うんですけれども、茨木市などでは、買い

物支援とかいろいろされていて、ぜひそう

いうこともこれから考えていっていただ

きたいと思いますので、これは要望ですけ

れども、お願いしたいと思います。 

 それから、今は症状が出た方の検査とい

うことですが、やはり無症状の方もしっか

り検査をして、第６波が来る前に、そうい

う陽性の方をいち早く見つけ出して、感染

症を抑え込むということは非常に大事だ

と思いますので、ぜひ無症状の方にも検査

を広げるように、今こそやっていただきた

いと思います。 

 まずは、保育所と学校なんかで定期検査

をしていただきたいというふうに思いま

すので、これも要望としておきますので、

ぜひお願いしたいです。 

 質問番号３番になります。 

 がん検診です。いろいろと配慮していた
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だいて、検診、さらにまた乳がん検診とか

広げていただいているということです。引

き続き、しっかりコロナの問題にも配慮を

していただきながら、検診はしっかりでき

るような体制を作っていただきたいと思

いますので、要望といたします。 

 質問番号４番です。制度の拡充は考えて

ないということですが、おっしゃっていた

だいたように、住まいというのは生活の土

台やということでございます。本当にその

とおりやと思います。高齢者がふえてきま

すのでいろいろ要望が高まってくる。でも

これは高齢者の方がふえてくる中で仕方

がないというか、そういうことをしっかり

することが、元気で長生きしていただける

ために必要なことだというふうに思いま

すので、大変ですけど、ぜひ前向きに考え

ていっていただきたいと思います。要望と

しておきます。 

 質問番号８番です。なかなか短縮するの

が難しいというようなお話でございます。

市も事務処理を頑張るというふうに言っ

ていただきましたけれども、市だけではな

くて府のほうもできるだけ短縮をしてい

ただくようなことも要望していただきた

いなと思いますのでお願いします。 

 質問番号９番です。面談も含めて考えて

いただいているということです。私はこの

制度、親御さんから離れて子どもたちが集

まれるという、そういう機会があると、子

どもたちを親御さんとは別のところで見

ることができるというのが、やっぱり大事

なのかなってすごく思うんです。やっぱり

親御さんが横にいたら、その子どもの本当

の思いというのがなかなか見えないとい

うケースもあるんです。 

 子どもの本当の気持ちとか、思いとかっ

ていうのをちゃんと聞ける場というのが

必要やなというふうにこの頃つくづく思

いますので、その辺は一度そういうことも

含めて考えていただけたらなというふう

に思いますので、よろしくお願いします。

要望とします。 

 最後です、質問番号１０番です。周知し

ていただいているというお話なんですけ

どね、私が申請の立ち会いをさせていただ

いたとき、いろいろ説明はしていただくん

ですけれども、やはり交通費の話が抜けが

ちなんですね。なので、もう１回しっかり、

申請のときももちろんですし、それからお

っしゃったように医療券を発行するとき

に交通費の補助もあるという声かけをし

ていただくとかね、ぜひしていただきたい

なというふうに思います。 

 申請用紙ですけれども、やはりいろいろ

な用紙がありますけれども、交通費って、

分かりやすく書いていただけたら本当に

助かるんです。私の知ってる人なんか、メ

モ用紙に一生懸命に書いてはるねんけど

ね、本人も後で見てよく分からなくなった

りとかそういうふうなこともありますし、

申請用紙があると、職員の皆さんも説明せ

なあかんっていう思いになると思うんで

す。なので、ぜひ交通費の申請用紙をぜひ

つくっていただきたいなと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 生活支援課のほうにも要望するんです

けれども、やはり今こんな状態で、コロナ

禍でＤＶがふえている、虐待がふえている、

女性が失業して働けなくなっている、いろ

んなことがあります。ケースワーカーの皆

さんには寄り添った対応をしっかりして

いただきたいと思うんですけれども、その

ためにも、毎回言いますけれども、ケース

ワーカーの増員をしっかりしていただい

て、人員確保というのをお願いしたいなと
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思います。 

 特に、女性ケースワーカーが今いらっし

ゃらないというのが本当に残念です。前は

いてくださったので、ぜひ女性ケースワー

カーも増員していただきたいなというふ

うに思いますので、よろしくお願いします。 

 以上をもちまして、私の質問を終わりた

いと思います。 

○香川良平委員長 増永委員の質問が終

わりました。ほかにございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 それでは質問をさせてい

ただきます。 

 決算書４１ページ、生活困窮者自立支援

事業の補助金ですね。９０１万８，０００

円ですけれども、令和元年度が２２９万６，

０００円で、先ほど他の委員からの質問で

の説明で、対象者がふえたからというふう

なことだったというふうに思いますけれ

ども、算定の国庫補助の対象額というのは

どういうふうなものなのかを教えていた

だきたいというふうに思います。 

 同じく４１ページですけれども、介護保

険システム改修補助金２４３万８，０００

円ですけれども、令和元年度がゼロ円でし

たけれども、内容ですね、教えていただき

たいと思います。 

 続いて４２ページです。生活保護費の補

助金、予算があって最終的にゼロ円ですけ

れども、理由を教えていただきたいと思い

ます。 

 ４２ページですけれども、新型コロナウ

イルスワクチンの接種体制確保補助金２，

０００万円です。内容について教えていた

だきたいと思います。 

 ５０ページ、予防接種事業の補助金です

ね、１，８５２万円ですけども、前年度に

比べて増の要因について教えていただき

たいと思います。 

 ６０ページの雑入の、保健福祉課の予防

接種の自己負担金ですね、１１５万６，０

００円ですね。前年度に比べて減った理由

について教えていただきたいと思います。 

 その下の各種予防接種負担金は、１，０

５４万７，８０８円ですけれども、令和元

年度が１，１００万円ほどで、少し減った、

予防接種の自己負担金と各種予防接種の

負担金との関係を教えていただきたいと

思います。 

 ６２ページですけれども、生活支援課の

返還金及び徴収金、今年度分が３，９４０

万８，３１８円ですね。令和元年度が２，

８００万円ほどだったと思うんで、１，０

００万円以上ふえてますけれども、その増

の内容を教えていただきたいと思います。

これは、コロナの影響があるのかどうかと

いうことも含めてですね、お願いしたいと

思います。 

 歳出ですけれども、決算概要のほうで７

６ページです。社会福祉協議会の補助事業

ですけれども、社会福祉協議会ですね、市

にとって大きな役割を頂いているという

ふうに思いますけれども、社会福祉協議会

の役割ですね、現状の内容というか課題が

どういうようなものがあるのかですね、お

答えいただきたいというふうに思います。 

 ７８ページですけれども、災害時の要援

護者の支援事業です。以前からこの件に関

しては質問も出てますけれども、なかなか

十分ではない。この災害時の要援護者の台

帳はどのように活用すると考えているの

か、お聞かせいただきたいと思います。 

 新型コロナウイルス感染症の対策の医

療従事者応援給付金事業ですけれども、幾

つかコロナに関しての給付金とか、検体の

採取補助事業、医療機関体制の整備支援事
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業、これは保健福祉課ですけれども、障害

福祉課も福祉サービスの従事者に対する

応援給付金とかですね、様々ありますけれ

ども、全体的に見てですね、これを振り返

って成果、それはどう考えているのかです

ね。 

 また、市民の方からとか事業者からのご

意見、お聞かせいただきたいというふうに

思います。 

 続いて８０ページですけれども、ひとり

暮らし高齢者等安全対策事業ですね。コロ

ナの影響があったのかどうかというのを

お聞かせいただきたいと思います。介護予

防・ふれあい事業ですね、サロン・リハサ

ロン、様々ありますけれども、これもコロ

ナの影響があったのかどうかを教えてい

ただきたいと思います。 

 同じく８２ページですけれども、老人ク

ラブの活動事業ですけれども、令和２年度

の現状、どうなってるのかを教えていただ

きたいというふうに思います。 

 シルバー人材センター事業ですけれど

も、補助金１，７４０万円を出されていま

すけれども、現在シルバー人材センターと

市との関わり方、その点はどうなのかを教

えていただきたいと思います。 

 続いて８４ページ、障害福祉課です。障

害者福祉関係団体補助事業ですけれども、

執行率が６．４％で残額が残ってますけれ

ども、なぜ執行率が低いのかというのを教

えていただきたいと思います。続いて８４

ページ、市立みきの路運営事業ですけれど

も、事務報告書のほうで、入所者数とかと

いうのは分かりますけれども、現在待機の

方はどの程度おられるのかを教えていた

だきたいと思います。 

 続いて９６ページです、生活保護事業で

すね。これでもし相談があって、他課に関

する案件がある場合はその連携ですね、ど

ういうふうに相談があったら、他課に対し

て連絡をとって連携をしていくのかとい

うのを教えていただきたいというふうに

思います。 

 その次、９８ページですけれども、救急

医療体制整備事業ですけれども、救急医療

体制が今後変わっていくというところで

ありますけれども、令和２年度ですね、現

状とそれと令和２年度から今後どういう

ふうになっていくのかを教えていただき

たいと思います。 

 同じく９８ページ、がん検診事業ですけ

れども、検診率とそれと近隣他市との比較、

比べてですね、本市との検診率の差と、そ

れと検診の内容、仕方の違いというのがあ

るのかどうかを教えていただきたいと思

います。 

 続いて１００ページですけれども、健都

推進事業ですね。北大阪健康医療都市のポ

ータルサイトの運営負担金は出ておりま

すけれども、執行率は約半分ぐらいですが、

全体の健都推進事業としてですね、例えば

保健センターと、三師会の連絡とか連携と

いうのはどういうふうな形になってるの

かを教えていただきたいというふうに思

います 

 同じく１００ページです。新型コロナウ

イルスワクチン接種事業ですけれども、接

種は令和３年度に接種ということで、令和

２年度はその準備であったというふうに

は思うんですけれども、令和３年度、接種

おいてコールセンターの混乱がありまし

たが、この令和２年度の段階では、どのよ

うに接種を考えていたのかを教えていた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 
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 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは決算書４

０ページ、生活困窮者自立支援事業補助金、

この増額理由と内容、一つ質問を飛ばしま

して、決算書４２ページ、生活保護費補助

金、これが調定・収入額ともにゼロ円にな

っている理由、一括してご説明させていた

だきます。 

 順番が前後しますが、４２ページの生活

保護費補助金、これにつきましては、生活

保護適正実施推進事業補助金といたしま

して、年度当初は４７２万１，０００円を

見込んでおりました。これは入ってこなか

ったというわけではなくて、国の補助枠の

組み替えによりまして、４０ページ、節１

社会福祉補助金の生活困窮者自立支援事

業補助金、こちらに合算したことによるも

のでございます。 

 ４１ページの生活困窮者自立支援事業

補助金９０１万８，０００円の内訳といた

しましては、生活困窮者就労準備支援等事

業分としまして４１５万５，０００円、生

活保護適正化等事業分としまして４８６

万３，０００円、合計９０１万８，０００

円というふうになっております。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 決算書４０ページ

です。介護保険システム改修補助金につい

ての内容でございます。 

 今回の介護保険システム改修補助金の

内容でございますが、国のマイナンバー制

度の導入に伴って、他市との情報連携を行

うに際しての様式といいますか、レイアウ

トの標準化・統一化ですね、こちらを図る

ということで、それを目的に実施するもの

でして、国の主導で行うシステム改修とい

うことで、補助金が交付されてるというこ

とでございます。 

 なお、歳出におきましては、情報政策課

の情報化推進事業のシステム改造委託料

ということで、他課のシステム改造も一緒

になってるということで、その中で介護保

険のシステムに関しては国から補助金が

出るということで、歳入がございました。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、保健福

祉課に係る質問についてお答えいたしま

す。 

 まず新型コロナウイルスワクチン接種

体制確保補助金についてでございます。こ

の内容につきましては、新型コロナウイル

スワクチンの接種のために必要な体制を

実際の接種より前に着実に整備すること

を目的として交付される１０分の１０の

補助金でございます。 

 これは、システム改修や接種券の作成、

コールセンターに係る業務委託料や備品

購入などが補助の対象となっております。 

 続きまして、予防接種事業費補助金につ

いてでございます。この内容としましては

２点ございます。一つは１，８２６万１，

０００円のうち１０分の１０につきまし

てですが、これは６５歳以上等は対象とす

るインフルエンザ定期接種について、大阪

府が接種に係る自己負担金の無償化を昨

年度に実施したことにより、補正予算で計

上した補助金でございます。 

 もう一つの５１万８，０００円のうち２

分の１につきましては、妊娠希望の女性と

その配偶者、妊婦の配偶者のうち、抗体価

が低い人に対する風疹又は、風疹及びはし

かの予防接種に係る償還払いについての

補助金となっております。 

 続きまして、各種予防接種負担金につい

てでございます。こちらにつきましては、
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高齢者のインフルエンザと肺炎球菌に係

るワクチン接種について、北摂７市３町で

交わしている覚書に基づく負担金でござ

います。 

 他市町民が本市の医療機関で接種した

場合、他市町がその費用を負担するもので

あり、令和２年度はインフルエンザの予防

接種の自己負担金が無償化になったこと

により、接種件数が増加したものです。 

 ただ令和２年度については、前年度と比

較して下がっているということで、これに

つきましては、機構改革により母子と成人

の課が分かれましたため、子どもの予防接

種の負担金がなくなり減額となっており

ます。 

 続きまして、予防接種自己負担金につい

てでございます。こちらにつきましては、

高齢者のインフルエンザと肺炎球菌に係

るワクチン接種の自己負担金でございま

すが、令和２年度は高齢者のインフルエン

ザワクチン接種について、大阪府が接種に

係る自己負担金の無償化を実施したこと

により自己負担がなかったため、減額とな

っていることが主な要因でございます。 

 ですので、先ほどの予防接種の各種予防

接種負担金は、他市町民が摂津市の医療機

関で接種した場合で、こちらの自己負担金

につきましては、摂津市民の自己負担金と

いうことでございます。 

 続きまして、社会福祉協議会補助事業に

ついて、社会福祉協議会の役割とその課題

でございます。 

 社会福祉協議会は、社会福祉法第１０９

条に規定される団体として、第４条に規定

される地域福祉の推進を図ることを目的

として設立されたものでございます。 

 また社会福祉法人として、社会福祉事業

の主たる担い手として、提供する福祉サー

ビスの質の向上を図ることが求められて

おります。 

 令和２年３月に、摂津市では第４期地域

福祉計画を策定し、社会福祉協議会では第

２期の地域福祉活動計画を同時策定して

おります。今後も増加することが予想され

る福祉課題に適切に対応していくために

は、行政と地域住民双方の協働はもとより、

その間をつなぐ役割を担う社会福祉協議

会の存在がますます重要となることから、

今回、社会福祉協議会の地域福祉活動計画

を市の地域福祉計画のアクションプラン

として位置づけ、一体的に進めております。 

 一方課題としましては、第４期摂津市地

域福祉計画策定に係るアンケート調査に

よりますと、社会福祉協議会が実施してい

る事業について「特にない」というお答え

をされた方が３割近くおられました。認知

度が高まるように、令和３年度はホームペ

ージのリニューアルやＳＮＳでの情報発

信に取り組んでいるところでございます。 

 また新型コロナウイルス感染拡大によ

り、地域でのサロン活動が中止となったり、

対面での見守りが困難となったりしまし

たことから、高齢者世帯へのアンケート調

査や電話による相談受け付けなどを行っ

てまいりましたが、地域のつながりを絶や

さないよう、ウイズコロナ時代の新たな取

り組みを模索しているところでございま

す。 

 続きまして、災害時要援護者支援事業に

つきまして、台帳の活用ということでござ

います。この台帳につきましては、高齢者

や障害者など、災害時に自力での避難の難

しい方が迅速かつ安全に避難することが

できるよう、日頃から支援体制を整備する

ことを目的として作成しております。 

 災害時において支援を必要とされる方
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から申請を受け付けし、地域の支援者の

方々にその情報を提供。共有することで日

頃から防災訓練に役立て、地域での連携を

強化し、災害時に備えていただいておりま

す。 

 また災害時に避難することが困難な避

難行動要支援者につきましては、地域で生

活するにおいて日頃から様々な支援を必

要とする方が多いため、この台帳を使って

地域住民が支え合うことも期待している

ところでございます。 

 次に、新型コロナウィルス感染症対策事

業全般についてということでございます。 

 令和２年度は医療や介護、障害福祉、保

育の現場で従事する方に応援給付金を支

給いたしました。 

 また先ほど申し上げていましたとおり、

検体採取の補助金でありますとか、医療機

関の体制整備支援ということで、補助金を

創設いたしました。 

 本市独自の支援策をスピード感を持っ

て実施するという全庁的な指示に基づき、

地域医療、介護、障害福祉、保育の維持・

向上が最重要と考えて、年間を通して支援

を実施できたものと考えております。 

 給付金に関しましては感謝と激励とい

うことを目的として、また検査体制の充実

ということでも補助金を創設いたしまし

て、新型コロナウイルス感染症に係る対策

について取り組んできたものでございま

す。 

 以上です。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは決算書６

２ページ、生活支援課に係ります返還金及

び徴収金、この増額理由につきましてご説

明申し上げます。 

 まず返還金及び徴収金についてでござ

いますが、返還金と申しますのは、窮迫状

況にある生活保護受給者が、資力がありな

がら生活保護費の支給を受けた場合、支給

した保護費の範囲内において、生活保護法

第６３条に基づきまして返還を求めるも

のでございます。 

 第６３条返還金の主な内容といたしま

しては、年金の遡及受給ですとか雇用保険

給付金の受給、交通事故等の補償金受領な

どがございます。 

 また徴収金と申しますのは、生活保護受

給者が不実の申告ですとか、不正な手段に

よって生活保護費の受給を受けた場合、生

活保護法第７８条に基づき、その支給した

保護費を徴収するものでございます。第７

８条徴収金の主な内容といたしましては、

稼働収入ですとか、年金収入の無申告とか、

過小収入などがございます。 

 ここで、前年度と比較いたしまして返還

金及び徴収金が増加した理由でございま

すが、特に今回コロナ感染拡大による影響

というのはございませんで、第６３条返還

金におきまして、年金の遡及受給をされた

ことによる高額返還事案が複数発生した

ことによるものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 ８０ページのひと

り暮らし高齢者等安全対策事業でござい

ます。 

 コロナの影響ということでございまし

た。まず三つの事業をやってございまして、

大きく事業自体には影響はありませんで

した。 

 一つ目が愛の一声訪問ということで、ヤ

クルトをお届けしてるという事業になり

ますけども、こちらも配達員が変わりなく

お届けいただいてるということです。 
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 ただ以前は手渡しではなくて、箱に入れ

るとかそういうところがあったんですけ

ども、やっぱりコロナ以降ですね、孤立感

の解消とか孤独感の解消、安否確認ですね、

これをきっちりやっていきたいというこ

とで、今、高齢介護課内で検討しまして、

やっぱり手渡しにこだわっていきたいと

いうことで、ヤクルトの方と話をして、進

めていってるということはございます。 

 続きまして、緊急通報装置もですけども、

こちらもコロナの影響はあまりなくて、利

用者数は横ばいということでなっており

ます。 

 ライフサポーターの事業ですが、こちら

もコロナの影響は特になくて、訪問はしっ

かりとさせていただいているということ

でして、令和２年度からの７５歳到達者訪

問やひとり暮らしの登録ですね、定期的に

訪問をしている方に対しては、その時々に

あったチラシとか啓発をしていくという

ことで、やっぱり新型コロナウイルスの感

染防止であったりとか、フレイル予防とか

です、虚弱になったりしますので、生活不

活発病のチラシとかですね、体操をしまし

ょうとか、そういう呼びかけをさせていた

だきまして、何かあれば高齢介護課や地域

包括支援センターへご連絡いただくとい

うことで、孤立している高齢者がいないか

という把握を行っております。 

 ただですね、高齢者全体への影響はある

のかなと思っていまして、なかなか感染拡

大に伴って、集い場やサロン・リハサロン、

中止も余儀なくされているということも

ございました。 

 国の機関の調査によりますと、コロナ禍

においては高齢者のうち３分の２の方が、

やっぱり令和元年度に比べて外出が減少

したという研究発表がありまして、我々と

しましては、やはりフレイルのリスクがあ

るだろうということで、やはり令和２年度

については、これも国の研究機関の調査で

すけども、新たにフレイルになった高齢者

は、やっぱり前年度と比べて多いというこ

ともあるようです。 

 この傾向はですね、ひとり暮らしの方で

さらに社会参加をしていない高齢者でよ

り顕著になるということも研究結果で出

ておりますので、しっかり見守りとか訪問

などを通じて、孤独や孤立感の防止、しっ

かり対策をしていきたいというふうには

考えております。 

 続きまして、介護予防・ふれあい事業の

コロナの影響ということでございます。四

つの事業を展開しておりまして、地域福祉

活動支援委託料ということで、校区福祉委

員が運営しているサロン・リハサロンへの

ヘルパーの派遣ということで、やはりこれ

はコロナの影響があったということでし

て、令和２年度はサロン・リハサロンの中

止が余儀なくされているということで、前

年度に比べてサロンが５０回やったもの

が４回になったりですね、リハサロンが９

２回やったものが２６回となり、大幅に縮

小を余儀なくされたということで、参加さ

れていた高齢者の外出自粛要請で、体力の

低下とか介護度の悪化が懸念されたとこ

ろなんですけども、対策としましては、サ

ロン・リハサロンに参加されていた方で体

力の低下が心配される方につきましては、

保健センターのリハビリテーションの専

門職の方ですね、こちらが校区福祉委員と

ともに訪問して、体操のアドバイスを行っ

たりということもさせていただきました。 

 次に高齢者交流入浴ということで、コロ

ナの影響があるということで、現在でもや

はり施設側とご家族との面会が制限され
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ているということもございますので、こち

らは現在も再会について、めどが立ってい

ないということでございます。 

 ふれあい入浴のほうですけども、こちら

も令和２年の４月、５月で中止ということ

になりまして、令和２年４月、５月は実施

できませんでしたけども、それ以降は実施

ができておるということですけども、やは

り例年と比べまして、子どもの利用者が約

半分ということになっておりまして、こち

らも影響が出ているということがござい

ます。 

 針・灸・マッサージですけども、こちら

も影響がやっぱり出ていたということで、

令和２年度は申請者数がやっぱり減少し

ているということがありまして、４５６名

だったものが３９８名と、４００名を切っ

ているということで、やはり影響があるも

のと考えておりまして、こちらの事業につ

いてもしっかりと対応していきたいと考

えております。 

 続きまして老人クラブです。決算額から

見ていますと、老人クラブの連合会補助金

ですね、こちらの執行額が少なくなってお

りまして、６５万円程度となっておりまし

て、残額も一定、出ていたかと思います。 

 老人クラブの活動につきましても、やっ

ぱり上半期がなかなかできなくて、研修会

やグラウンドゴルフとかですね、イベント

が中止を余儀なくされて、連合会の活動が

下半期を中心になったということで、一定

執行額が少なくなっているということは

ございます。 

 老人クラブの補助金のほうですけども、

令和元年度と比べまして、１万円ほど増額

とはなっておるんです。その増額の理由に

つきましては、令和２年度に関しましては、

各クラブへの会員獲得の支援として、活動

補助金を１クラブ当たり２万８，８００円

から１，２００円の増額をしまして３万円

としておるために、増額になっておるとい

うことで、会員数やクラブ数は減少だった

んですけども、結果的には増額となってお

ります。 

 老人クラブの現状ですが、人数、クラブ

数など、申し上げますと、令和２年４月１

日時点ではですね、２，３８６人の方がお

られて、５３クラブということで、６０歳

以上の高齢者に対して、老人クラブの会員

数の割り合いで言いますと、９．０％でご

ざいました。令和３年４月１日時点で申し

上げますと、会員数が２，２２５名、５１

クラブということで、１６１名の減少、ク

ラブ数も２減少しているということでご

ざいます。 

 我々もしっかりと加入促進に向けて取

り組んでいかないといけないということ

で、令和２年度に市老連の設立６０周年を

迎えるということもございましたので、会

員増強プロジェクトチームというのを、市

老連内で発足をしておりまして、その検討

結果によってですね、令和元年度より新規

加入者一人につき５００円を単位クラブ

に還元するという、ワンコインキャンペー

ンを実施しておりまして、事業開始年の令

和元年度は、それによって７８名の新規加

入者を獲得してるということで、令和２年

度は２２名の新規の加入者がおります。 

 市としましても、令和２年度より単位ク

ラブの補助金額を、定額部分ですね、こち

らを２万８，８００円から１，２００円引

き上げて３万円とさせていただいており

ますので、会員獲得に向けた活動の支援を

行っているということで、今後とも加入促

進に向けて取り組んでいきたいというふ

うに考えております。 
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 続きまして、８２ページのシルバー人材

センターについてでございます。 

 市の関わり方についてでございますが、

決算額が１，７４０万円ということで、前

年度と同額の支払いをさせていただきま

して、安定的な運営を支えることができた

というふうに考えております。 

 ただですね、緊急事態宣言に伴う市の施

設の閉鎖とかですね、時間短縮によりまし

て、シルバー人材センターの会員の収入面

でも影響が出ているということはござい

まして、そのような中ですね、令和３年度

になりますけども、高齢者雇用確保支援金

で、シルバー人材センターにもしっかりと

雇用確保支援金が行き渡るということは、

こちらも、シルバー人材センターとも話し

合いを進めて、今しっかりと還元していき

たいというふうな意向も聞いております

ので、様々な機会を通じまして、高齢介護

課としても、積極的に関わっていきたいと

いうことは考えております。 

 シルバー人材センターの事務局とも、い

ろいろ話しはさせてもらうんですけども、

やはり高齢者全体の社会参加活動が制限

されているということは、シルバー人材セ

ンターにとっても例外ではなくてですね、

事務局としては、やっぱり危機感を持って

いるということを、お話はされておりまし

た。やはりシルバー人材センターのイベン

トごともやはりなかなかできていないと

いうことで、これだけイベントができなく

なると、再開しましょうとなったときには、

やっぱりコロナ感染が怖いとかですね、な

かなか気持ちの面で、やる気になれなかっ

たりという方もおられるようでして、事務

局としても、今後、今までのやり方でよい

のかどうかとか、工夫とか仕掛けが必要な

んじゃないかということで、そういう話も

させていただいております。 

 今後もしっかりシルバー人材センター

が、どんなことを求めているのかとかです

ね、しっかり話し合う機会を持って、関わ

っていってですね、何が求められているの

かというのを把握して、しっかり支援して

いきたいということで考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 それでは、障害福祉

課に関わる２件の質問にお答えいたしま

す。 

 まず、８４ページ、障害者福祉関係団体

補助事業の件でございます。 

 障害者団体補助金につきましては、市内

で活動する障害者団体に対する補助金で

ございます。 

 詳細の金額につきましては、事務報告書

の１９６ページに掲載のとおり、摂津市身

体障害者福祉協会に８万６，７６２円、摂

津市手をつなぐ親の会に９，１４７円、摂

津市肢体不自由児者父母の会に９，５３７

円、合計１０万５，４４６円を執行してお

り、予算１６４万８，０００円に対し、執

行率が６．４％と非常に低くとどまってお

ります。 

 その理由でございますが、各団体が実施

を計画しておりました社会見学でござい

ますとか、わいわい祭といったようなイベ

ントにつきまして、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大の影響を受けまして、軒並

み延期したり中止したりしたため、補助金

の交付が少なくなったものでございます。 

 続きまして、同じく８４ページ、みきの

路運営事業でございます。 

 みきの路への入所の待機ということで

ございますが、みきの路への入所を希望さ

れている人数は、９月末時点の人数でござ
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いますが、男性が６８人、女性４０人の合

計１０８人でございます。そのうち摂津市

民の方は、男性が１１人、女性二人の合計

１３人でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、決算概要

９６ページ、生活保護事業に関連いたしま

すご質問、生活保護相談時におきまして、

他課との連携を要する事案の場合、その連

携方法等につきまして、ご説明申し上げま

す。 

 生活支援課は、生活全般に係る様々な相

談をお受けしております。 

 例えば、児童虐待の場合でしたら家庭児

童相談課、ＤＶの場合は人権女性政策課な

ど、それぞれ所管する部署との情報共有が

必要な場合は、早急に関係部署にご案内す

る。あるいは担当の職員に来ていただくと

いう形で、迅速に対応しているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 救急医療体制整

備事業についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 広域の救急医療体制につきましては、大

阪府三島救命救急センターと高槻島本夜

間休日等応急診療所がございます。 

 令和２年度につきましては、両機関とも

医業収入が減少しておりましたので、第４

回定例会において、負担金の増額補正を行

ったものでございます。 

 しかしながら、三島救命救急センターに

つきましては、コロナ重症患者の受け入れ

等により、一定、経営状況が改善した部分

はありますが、述べ入院患者数が１，８６

０人減少し、医業に係る収益につきまして

も、最終的には１億３，０００万円以上の

減収となりました。 

 高槻島本夜間休日応急診療所につきま

しても、年末年始におけるＰＣＲ検査の検

体採取等により、経営の改善を図ったとこ

ろですけれども、患者数が前年度比で１万

９，０３４人減少し、収入についても２億

９，０００万円の減収となったものでござ

います。 

 これら広域の救急医療体制につきまし

ては、高槻市、茨木市、摂津市、島本町及

び大阪府による三島二次医療圏救急医療

検討会において、その体制や費用負担など

を検討しております。 

 今後につきましてでございますけれど

も、大阪府三島救命救急センターは、令和

４年７月に大阪医科薬科大学に新設され

る救命救急センターへ三次救急機能移転

が円滑に行われるよう、現在調整が進めら

れております。 

 また、高槻島本夜間休日応急診療所につ

きましては、令和５年４月に高槻市の弁天

駐車場敷地への移転に向けて、施設整備の

事業者の選定などが進められているとこ

ろでございます。 

 続きまして、がん検診事業についてでご

ざいます。 

 本市の令和２年度のがん検診受診率に

つきましては、胃がん検診が７．２％、大

腸がんが１２．６％、肺がんが１３．８％、

乳がんが１８．４％、子宮頸がんが２６．

５％となっております。 

 本市と他市等の比較でございますけれ

ども、本市の受診率は、胃がん、子宮頸が

んについては、大阪府より高く、その他は

おおむね大阪府と同じぐらいとなってお

ります。 

 また、北摂各市と比較いたしますと、胃
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がん検診の受診率は若干高く、ほかは平均

より低い状況となっております。 

 令和２年度のがん検診受診率は、全体と

して、新型コロナ感染症下における受診者

数の減少により、低下しているところでご

ざいます。 

 がん検診の仕方ということでございま

したけれども、がん予防重点健康教育及び

がん検診実施のための指針に基づき、科学

的根拠に基づくがん検診を実施しており

ますことから、市によって違うということ

ではなく、この指針に基づき、行っている

ということでございます。 

 続きまして、健都推進事業についてでご

ざいます。 

 健都のまちづくりについて三師会、保健

センターなどの連携はどうなっているか

ということでございましたけれども、健都

における健康・医療のまちづくりに向けて、

医療連携の取り組みや課題を検討する「北

大阪健康医療都市を中心とした健康・医療

のまちづくり会議」が平成２６年度に設置

されており、これまで約２０回開催されて

おります。 

 令和２年度は、新型コロナウイルスの影

響により、開催はございませんでした。 

 構成員としまして摂津市医師会、歯科医

師会、薬剤師会、摂津市保健センターが参

加しております。 

 続きまして、新型コロナウイルスワクチ

ン接種事業について、電話予約の混乱等に

ついてのご質問でございます。 

 摂津市のコールセンターは、令和３年３

月１５日に市役所内に開設をいたしまし

た。 

 運営は、事業者に委託して、８人体制で

スタートし、当初は予約がございませんで

したので、市民等からの相談に対応してお

りました。 

 また、開設を前に研修を行い、市民等へ

の丁寧かつ正確な対応に努めるよう準備

を進めました。 

 コールセンターで予約の電話がつなが

らないなどの問題、どういうふうに接種に

ついて考えていたかというご質問でござ

いますけれども、接種につきましては、国

が示す優先順位に従い、まずは医療従事者

で、市としましては、６５歳以上の高齢者

の予約からスタートいたしました。 

 国の方針に沿って６５歳以上の高齢者

全員に接種券を発送し、コールセンターで

は１０名体制で対応いたしました。 

 他市との比較で申し上げても、人口規模

や進め方にも違いはありますが、一定、体

制は確保できていたと認識しております。 

 ３回目の予約からＬＩＮＥを追加して、

混乱を少しでも防ぐ改善をしてきたとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 答弁をいただきました。 

 歳入に関しては、もうよく分かりました

ので、以後の質問はなしということで、歳

出に関してですね、社会福祉協議会の補助

事業ですけれども、アンケートで３割の方

が、社会福祉協議会が何をされているか分

からないというような答弁をいただいた

んですけれども、恐らくそれを聞いてです

ね、民間の社会福祉法人の施設とですね、

社会福祉協議会で行っている部分で、重な

ってるところがあると思うんです。 

 私は、市と民間の社会福祉法人との間に

社会福祉協議会という立場があってです

ね、市が行う補完的な部分を社会福祉協議

会が担う。もしくは民間の社会福祉法人が

されない部分をですね、社会福祉協議会が
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担っていくと。 

 そういうふうな立場が社会福祉協議会

の立場なのかなっていうふうには思いま

すので、なかなか事業として、厳しい。 

 例えば、民間の社会福祉法人で採算が取

れないようなところというのは、社会福祉

協議会がカバーする、そのきっかけを作っ

ていくのは社会福祉協議会であるのかな

というふうには思います。私の考えですけ

れども、そういうふうなことも検討いただ

き、市民のためによりよいサービスを行っ

ていただきますように、これは要望とさせ

ていただきますので、お願いします。 

 災害時の要援護者の件ですけれども、聞

くところによると、自治会長のほうに要援

護者の情報が必要ですかと、市のほうから、

言うて、自治会長が必要ですという自治会

はどれくらいあるんですか。 

 実際には情報として、老老介護の方が、

入院なり施設に入れば、実態としてはひと

り暮らしなわけですよね。住民基本台帳で

あったら二人の世帯になるわけですよね。

そこの実態と、住基と住民基本台帳との齟

齬が生じたりするところというのは、例え

ば地域からの情報とかで判断をしていく

のか。その点をお聞かせいただきたいとい

うふうに思います。 

 ひとり暮らしの高齢者の件ですけれど

も、この件に関しては答弁をいただいて、

影響はないというふうなご答弁でありま

したけれども、実際にひとり暮らしの方が

どういうふうに思われてるのか、そこはや

っぱり丁寧なご対応をですね、よろしくお

願いしたいというふうに思います。 

 それと、介護予防・ふれあい事業ですね、

これはコロナの影響があったということ

であります。緊急事態宣言も解除になって、

多くの方が接種をされていますから、これ

からどうやって元の生活に戻っていくよ

うにできるかというふうなことだと思い

ますけれども、元の生活に戻るということ

であれば、以前のようにしっかりとしてい

くことが大事だと思いますので、その点、

よろしくお願いしたいというふうに思い

ますのでね、要望とします。 

 老人クラブの件ですけれども、今、詳し

くお聞かせをいただきました。全体で言う

と、もう１割もね、加入されてないという

ことであります。 

 加入のために、老人クラブとしては、い

ろんな努力をされて、加入促進にというふ

うなことでありながら、やはりなかなか加

入には至っていないというふうなところ

をお聞きをしました。 

 私の地域もですね、老人クラブがかつて

はあったんですけれども、もう数年前に、

なくなりまして、加入をしたい、参加をし

たいという方はたくさんおられるんです

けれども、会長をやってもいいよという方

がおられないんで、そこのところがなかな

か厳しいところでですね、そこをどういう

ふうにしていくのかというところですね、

また研究をお願いしたいというふうに思

いますし、気軽に誰でもできるようなです

ね、そんな取り組みとか、そんな組織にと

いうのも考えていかなあかんのかなとい

うふうに思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 つながりのまち摂津と言いながら、加入

率はだんだんだんだん下がっていってい

ますから、市としては、加入促進とかをぜ

ひとも考えていただきたいと思います。こ

れもご答弁をいただいてもなかなか厳し

いと思いますので、要望とさせてもらいま

すんで。 

 シルバー人材センターですけれども、こ
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れは摂津市がですね、全国に先駆けて、高

齢者生きがい公社ということで、シルバー

人材センターの元の組織を全国で初めて

作って、それがシルバー人材センターとし

て、全国に広がったわけでありますから、

そこからこう時代の流れが変わっていっ

たというふうには思いますけれども、なか

なかシルバー人材センターも、独立採算と

いうような形で、できたらいいんでしょう

けれども、そこは半分、公的なところです

から、市も関わりながら、安定的な運営、

経営を図っていくようにお願いしたいと

思います。 

 続いて、障害福祉団体の活動、補助事業

ですけれども、よく答弁で分かりました。

コロナでもってですね、なかなか運営がで

きないっていうのは分かりましたけれど

も、私の母親もですね、身体障害者手帳を

持っていますが、身体障害者施設協議会か

ら加入のアプローチがないんです。 

 恐らくですね、担当課のほうから、そう

した身体障害者施設協議会のほうにです

ね、この方がおられますよというような情

報は個人情報だからということでですね、

提供されないからというのはあると思う

んですよ。 

 たくさんの方が身体障害者施設協議会

へ入っていただいて、いろんな情報交換と

か、連絡とかですね、そういうふうにして

いただくというのが、理想だというふうに

思うんですけれども、そこは個人情報とい

うのがありますけれども、今後、組織の存

続という問題にもなってこようというふ

うに思いますので、実際にもうどうしよう

もなく、手遅れというふうなことにもなっ

てきますから、そうならないようにですね、

何らかの対策を考えていただくと言うか、

団体自身が加入促進できるような仕組み、

またその点、考えていただきますように、

よろしくお願いしたいと思います。 

 身体障害者施設協議会だけじゃなくて、

他の組織もそうだと思います。皆さん加入

促進をしたいんだけれども、どこに対象者

がおられるかということが分からないん

で、そういうふうな問題もあるということ

ですね、市としても把握をしていただきた

いというふうに思いますので、研究をして

いただきたいと思います。 

 続いて、みきの路運営事業ですけれども、

今お聞かせをいただいて、摂津市民の方で

１３名ということでですね、摂津市以外の

方を含めたら１０８名おられるというふ

うなことの答弁をいただいてですね、恐ら

くこういうふうに市単独で、みきの路みた

いな施設を持っているところというのは、

他市ではあまりありませんので、だから他

市の方も、みきの路に入所したいと思うん

です。 

みきの路は重度障害の方が生活できる

施設でありますから、全ての方が入居でき

るような、そういうふうなことも、やっぱ

り考えていかなければならないというふ

うには思いますのでね、待機者をゼロにし

ていただくように、また考えていただきた

いというふうに思います。 

 生活保護の件ですけれども、今、山下課

長からのご答弁をいただいて、連携を取っ

ているとの答えは、そら当然やというふう

に思います。どういうふうな形で連携を取

られているのかというところだと思うん

ですけれどもね、もうこれは要望にします

けれども、例えば本人がですね、言うてる

ことが真実であるのか。それとも虚偽のこ

とを話しているのか、そこがケースワーカ

ーには判断できる能力、スキルがないとい

けないと思うんです。 
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 不正受給じゃないかっていうような通

報は恐らく市民の方からあるとは思うん

です。 

 本当にその通報が真実であるのか、違う

のかっていう、そこを見抜かなければなら

ないというふうに思うんでね、その能力、

スキルというのがね、備えていかなければ

ならないというふうに思いますので、今、

要望と言いましたけど、そこは、スキル、

能力アップのために、何らかの研修を考え

ているのか、それはお答えいただきたいと

いうふうに思います。 

 続いて、救急の医療体制です。 

 これはね、また市のほうからも、意見と

して挙げていただきたいというふうに思

いますし、市民のために市が望むというと

ころをですね、声として挙げていただきた

いというふうに思いますので、要望とさせ

ていただきます。 

 がん検診の件に関してですけれども、コ

ロナによって多少の減少があったという

ことでありますけども、コロナが収束して

元に戻るように、そして、さらにですね、

検診の受診率が高くなるようにですね、検

討をしていただきたいというふうに思い

ます。 

 健都の件ですけれども、三師会と共に進

められてるというふうなことであります

けれども、鳥飼地域の方など、健都から遠

く離れた方にもですね、健康づくりに関す

る研究等、摂津市全体で共有できるような

考えをぜひとも検討していただきたいと

いうふうに思います。 

 新型コロナウイルスのワクチン接種に

関してですけれども、これから３回目がさ

れていくかどうかというのもありますけ

れども、先ほどからも他の委員が保健所の

件も質問をされていましたけれども、実際

に、かつて摂津市には保健所の支所があっ

たわけです。だから摂津市としては、保健

所を本市のほうに設立してほしいという

ような要望をされていくのかですね、その

点、お聞かせをいただきたいというふうに

思いますし、いろいろとコールセンター等

で混乱を招いてですね、反省点があるのか

どうかというのもお聞かせをいただきた

いと思いますし、課題ですね、仮にワクチ

ン接種の３回目に向けて混乱を招かない

ために研究をされているのかですね、その

点をお聞かせをいただきたいと思います。 

○香川良平委員長 暫時休憩いたします。 

（午後３時 ５分 休憩） 

（午後３時３７分 再開） 

○香川良平委員長 再開いたします。 

 答弁を求めます。 

 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、災害時

要援護者支援事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 災害時要援護者名簿を持つ自治会の数

ということでございますけれども、令和２

年１２月１日集計時点で、１０６団体中６

０団体ということでございます。平成３０

年には５３団体、令和元年には５６団体と

いうことですので、少しずつですがふえて

おります。 

 また、老老介護の方など要件に当てはま

らない方にどう対応していくのかという

ことについてでございますが、対象者の中

には、身体障害者手帳をお持ちの方であり

ますとか、ひとり暮らし登録をされている

方、要介護度３・４・５の方などという要

件はありますけれども、その他として災害

時に自力で避難することが困難だと思わ

れる方という要件もございます。地域の自

治会長などから、そういったご相談があれ
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ば柔軟に対応していきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 森西委員の３回目

のご質問にご答弁させていただきます。 

 ご質問にございました研修につきまし

ては、庁内外での実施は聞き及んでおりま

せんが、職員個人がその内容を単独で判断

することなく、周囲の職員及び査察指導員

と報連相を密に行うことにより、組織とし

て的確に判断するように努めているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 続きまして、保健

所の設置についてのご質問にお答えいた

します。 

 本市を所管する茨木保健所とは新型コ

ロナウイルス等の感染症対策をはじめ、

様々な保健医療施策につきましても、これ

までに連携調整、連携を綿密に行い、本市

の健康づくりを推進してきたところでご

ざいます。 

 保健所の設置につきまして、現時点にお

いて市に係る特段の問題はないと考えて

おりますが、問題が生じた際には、解決に

向けてしっかりと要望を行ってまいりた

いと考えております。 

 続きまして、新型コロナウイルスワクチ

ン接種の事業についてでございます。 

 これにつきましては、国の方針に従い、

各自治体はこれまで経験したことのない

集団接種等のワクチン業務に携わること

になりました。ワクチンの供給や接種スケ

ジュールなど不透明なことが多い中、初め

ての経験で試行錯誤の連続でございまし

たが、これまで何とか順調にやってこられ

たと感じております。 

 接種業務を進める中、時々で反省点はご

ざいます。特に電話予約につきましては、

全国的に通信制限が行われるといったこ

とは想定を超えるものでございました。 

 今後、これらの経験を生かして、３回目

の接種に向け、庁内外で情報共有や連携を

密にして順調に行えるように努めてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 災害時の要援護者の件で

すが、ふえてきているとはいえ、全体から

するとまだまだですし、またこれは自治会

という単位であります。全体の実際の要援

護者がおられて、市が把握をしていて、実

際に災害が起こったときに対応されると

いうことは自治会から名簿を預かって、人

物を特定し把握をして、対応できるのです。

地域が知らない情報と地域がもってる情

報を照らし合わせていくというのが大事

だと思います。要援護者の登録は同意を得

てということでありますから、その点もど

うするかを今後、研究をしていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 生活保護の件に関してですが、庁内でス

キルアップをされていないと、研修をされ

ていないということでありますが、庁内で

例えば、具体的に事例とか案件とか、こう

したときにはこういう対応するとか、そこ

は庁内での共有をしたりというのは図っ

ていかないといけないと思います。なかな

か難しい事例とか、判断に苦しむ部分とい

うのもあったりとか、対応された方はその

人の本人の今後の対応マニュアルになっ

ていくと思うのですが、その部分を共有し

てというのが大事だと思いますので、そこ
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は研究をしていただいて、よろしくお願い

したいと思います。 

 保健所に関してです。かつて摂津市の中

で保健所の支所があったわけですから、市

民からすると、あるとないとであれば、や

はり身近にあるほうがいいわけですから、

その点を庁内で考えていただきたいと思

います。その点は要望したいと思います。 

 ワクチンの件ですが、様々な問題、課題

がこの間で生じておられたと思いますの

で、それを経験として同じような混乱とか、

問題が発生しないように考えて、検討をし

て３回目のワクチン接種のときにはスム

ーズに、市民の方が混乱をされないように、

そういう形を取っていただきますように、

よろしくお願いをして質問を終わりたい

と思います。 

○香川良平委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、質問をさせてい

ただきます。 

 １点目ですが、決算概要の７６ページ、

保健福祉課に係るところです。社会福祉法

人指導監査事業というのがあります。これ

の役割や概要、そして執行率が低いように

感じますが、その理由についてお伺いした

いと思います。 

 ２点目です。９８ページになりますが、

がん検診事業です。コロナ禍にありまして、

受診勧奨を工夫して取り組まれた点につ

いてお伺いしたいと思います。 

 続いて３点目ですが、高齢介護課です。

８０ページにＯＡ機器管理事業のシステ

ム改修費用が上がっておりますが、その改

修の内容についてお聞かせください。 

 続いて４点目です。障害福祉ですが、８

４ページに障害福祉計画等策定委託料に

ついてあります。第６期の福祉計画の策定

業務を委託されたのだと思いますが、今年

３月に作成をしたというふうに認識をし

ております。 

 前回の第５期の福祉計画と変更になっ

た点があるかどうかをお伺いします。 

 続いて５点目です。国保年金課ですが、

決算書の４７ページに国民年金事務委託

金とありますが、法定受託している事務に

対する国庫支出金だと思いますが、その内

容と前年度から増額している理由につい

て教えてください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、社会福

祉法人指導監査事業について、役割や概要、

執行率が低い理由についてご答弁申し上

げます。 

 社会福祉法等関連法令、通知等を遵守し、

法人運営を行うことに対して、調査、指導

及び助言をすることにより、適正な運営と

円滑な社会福祉事業の経営の確保を図る

ことを目的に監査を実施しております。 

 主な業務としましては、現地での指導監

査、法人の定款変更等の許認可、法改正や

通知等の周知、相談を行っております。指

導監査事項は組織運営や資産管理、会計管

理に関する事項などとなっております。 

 現時点で市内の対象者は６法人でござ

います。執行率が低くなっておりますのは、

設立許可等がなかったことや新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響により、監査実施

回数を２回予定していたところ、１回とな

ったため専門員報酬が１回分のみとなっ

たことによるものでございます。 

 続きまして、がん検診事業の受診勧奨等

の工夫ということについてでございます。
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未受診者の受診勧奨に当たりましては、平

成３０年度から国立がん研究センターが

作成した資材を用いております。 

 これは研究の中で一定効果があったソ

ーシャルマーケティングの手法を活用し

たものとなっております。例えば、ただ、

がん検診を受けましょうということでは

なくて、どれだけ得な検診なのかといった

ことや未受診者の気持ちに合わせたメッ

セージを掲載するなどの工夫を行ってお

ります。 

 また、令和２年度につきましては、未受

診者勧奨につきまして、封書からはがきに

変更しており、こういった手法を使って分

かりやすく効果的に啓発を行っているも

のでございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号３番でご

ざいます。決算概要８０ページのＯＡ機器

管理事業の高齢者福祉システム改修委託

料４６８万５，７８０円についてでござい

ます。 

 まず改修の内容についてですが、高齢者

福祉システムについてでございますが、こ

のシステムは、ひとり暮らし登録者の状況

や配食サービスとか、緊急通報装置など高

齢福祉サービスの利用者の情報、日々の相

談に関する情報などを入力し、一覧として

把握できるよう一括管理をしております。 

 システムは平成２１年度から使用して

おりまして、また今後、高齢者の増加に伴

い、サービスの利用者もふえ、データベー

スが肥大化すると予測されることから、こ

のたびの改修を行ったものでございます。 

 改修内容につきましては、これまで高齢

者福祉システムは市全体のサーバー上で

の運用がされておりましたが、それではデ

ータ管理ソフトの特性上、容量や記録の制

限がございました。これを高齢介護課単独

でのサーバーを設置し、また多くのデータ

量の処理に対応できるよう、再構築を行っ

たものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 ４番目の障害福祉

計画策定事業に関するご質問にお答えい

たします。 

 障害福祉計画の改定に当たりましては、

国の方針や制度変更に沿うように、目標数

値の時点修正等を行っております。ただし、

「障害者が自己選択と自己決定の下、自立

した日常生活及び社会への参加、参画がで

きる共生のまちづくり」としております基

本理念については、第５期から引き続き継

承しております。そのため、目指す方向性

には大きな変更点はございません。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、質問番号

５、水谷委員の国民年金事務委託金につい

ての質問にご答弁申し上げます。 

 国民年金事務委託金につきましては、国

民年金事務及び年金生活者支援給付金事

務に係る必要経費に対して交付されてい

るものでございます。令和２年度の内訳と

しましては、国民年金事務費分が２，１１

２万９，０５７円、年金生活者支援給付金

事務分が４３万１，７９４円となっており、

令和元年度決算と比較しますと、２８７万

１９６円の増額となっております。 

 主な要因としましては、委託金の算定方

法の見直しや一部項目の単価の増額改定

があったこと、算定対象従事者の増加が上

げられます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 
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○水谷毅委員 まず１点目の社会福祉法

人の監査の件ですけれども、内容は理解で

きました。数年前だったか、ある団体が厳

しい状態になりまして、それからなお力を

入れて取り組まれていると思うのですが、

そのときはたまたま何とか乗り越えられ

たと思うんです。いざ経営が成り立たなく

なった場合に、保育所や施設運営継続が難

しくなった場合に、そこを利用している市

民の方が非常に困ることになりますので、

コロナ禍でこの２年程度、経営状態も変わ

ってきていると思うので、もう一度深く確

認をしていただいて、固定資産税であると

か、例えば、リース契約の返済であるとか、

銀行の返済とか、いろいろな投資をしてい

る部分もあると思うので、最終的に市民の

皆さんが困らないように、いろんな角度か

ら点検をしていただいて、安定運営をお願

いしたいことを要望いたします。 

 次に、２番目のがん検診の事業でござい

ますが、お送りする書類等、またアプロー

チの方法等、いろいろ工夫をしていただい

て、受診勧奨に望まれたと評価をしたいと

思います。 

 ここでお聞きしたいのは、先ほどの答弁

で、大阪府下の受診率、それから北摂の受

診率の話があったのですが、本市の場合、

残念ながら大きな病院が多くありません。

そういった点が受診率に影響していると

考えられるかどうか。 

 それから、他市の病院との連携等、取り

組まれている点がありましたらお答えい

ただきたいと思います。 

 次に、３点目の高齢者福祉システムの改

修費用の件、内容は了解しました。安定的

に長く運営できるように取り組んでいた

だきたいと思うのですが、この改修により

まして、得られました効果というのはどの

ような内容であったか教えていただきた

いと思います。 

 次に、４番目ですが、障害福祉計画策定

の委託料の件です。ご答弁の中に、自立し

た日常生活及び社会への参加、参画ができ

る共生のまちづくりを目指すという答弁

がございました。事実上、自立した生活を

送るためには、生活の基盤となる住居を確

保することが大切な点ですが、現実的には

障害者や高齢者に対して、なかなか賃貸住

宅への入居契約がスムーズに進まないと

いう声も聞いております。 

 障害者や保護者の方々の高齢化が今後

ますます進んでまいりまして、住まいの問

題はより大きなものになってくると思い

ます。 

 居住支援体制の充実が非常に必要と考

えておりますが、市の取り組みについてお

聞かせいただきたいと思います。 

 続いて、５番目の国民年金の事務委託金

の件です。内容についてはおおむね理解が

できました。国民年金事務委託金の概要等

の話でありましたが、その中で、年金生活

者支援給付金という点に言及がありまし

た。改めて、この制度の概要と本市ではど

の程度の方々が対象になっているのか。ま

た、この件について、どういった周知がな

されているのか、申請されている、されて

いないなどは市で把握できているのか。未

申請の方への周知方法も含めて教えてく

ださい。 

 以上です。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、がん検

診事業についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 本市のがん検診につきましては、集団で

の検診は保健センターで、個別の検診は大
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阪がん循環器病予防センターや吹田市、茨

木市などの近隣市の受託医療機関で行っ

ております。 

 ですので、大きな病院がないという理由

だけでは、必ずしも受診率が低いというこ

とは言えないかと思っております。 

 ただ、受診機関は市民にとってたくさん

あるほうがいいと思いますので、その拡大

については努めているところでございま

す。令和２年度につきましては、済生会吹

田病院で乳がん検診の実施を開始してお

ります。 

 今後につきましても、他の大きな病院か

ら協力のお話などもいただいております

ことから、引き続き、受診できる医療機関

について拡大をしていきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号３番でご

ざいます。高齢者福祉システムの改修によ

る効果ということについてお答えします。 

 今回の高齢者福祉システムの改修によ

って、運用管理面と市民サービスの向上の

効果があると考えております。運用管理面

についてですが、このシステムは高齢福祉

業務においては、基幹的な役割を担ってお

り、必要不可欠なものとなっております。 

 高齢介護課単独で設置したサーバー上

で、システム運用をすることが可能となっ

たことで、処理速度の向上やデータの肥大

化による不具合の発生リスクを回避し、シ

ステムの安定性が向上したと考えており

ます。 

 次に、市民サービスへの影響という点で

すが、これまでアクセスで構築したデータ

ベースでは、一つの項目に持たせる文字量

や全体のデータの容量に制限があって、必

要最小限の記録を残しておりました。 

 今回の改修により、その容量が大きくな

ったことで、例えば、窓口や電話で対応し

たときの本人や家族の方とお話しした内

容とか、その様子、また警察からの情報提

供などもございますので、全て記録として

残すことができるようになりました。 

 記録した内容については、課内でも情報

共有をしており、相談者が次に窓口や電話

で対応した際には、担当者が替わっても状

況を理解しながら相談に対応できるよう

になっております。 

 また、情報共有する中で、地域包括支援

センターやライフサポーターにつなげて

いくということなどもありますので、必要

なサービスや見守りにつなげるきっかけ

となる場合がありますので、きめ細かい対

応につながっていると考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号４番、居住

支援体制に係る市の取り組みでございま

す。 

 障害を持つ方から住居の確保に関する

相談は少なからずお伺いしておりまして、

地域生活の障壁となるケースはあること

は認識をしております。 

 障害を持つ方が自立し、地域で安心して

暮らしていくために、住まいの確保は必要

不可欠であり、重要な問題であると捉えて

おります。 

 第６期障害福祉計画におきましても、生

活に困難を抱えた障害者などに対する住

まいの確保と生活の一体的な支援の体制

を整備するため、居住支援協議会の設置を

検討すると明記しております。 

 住まいに関する問題は障害者だけでは

なく、高齢者や生活困窮者などにも共通す
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る問題でございますが、これまでなかなか

手をつけられなかったのも事実でござい

ます。 

 現在、高齢介護課や建築課などの庁内関

係部署と連携するとともに、社会福祉協議

会、居住支援法人、不動産業者に大阪府も

交えまして、居住支援協議会の設立に向け、

協議を重ねているところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、水谷委員

の質問番号５番、国民年金事務委託金に係

る２回目のご質問にご答弁申し上げます。

年金生活者支援給付金の概要についてで

ございますが、令和元年１０月から開始さ

れており、消費税率引き下げ分を活用し、

年金収入やその他の所得が一定基準以下

の年金受給者の方を対象に年金に上乗せ

をして支給されるものとなっております。 

 本市の受給者数については、令和２年度

の実績ベースとなりますが、５，１５６名

の方が受け取られていると所管の年金事

務所より伺っております。 

 周知方法についてですが、広報誌やホー

ムページで精査の概要や請求手続に関す

る周知を行っております。 

 また、日本年金機構においても請求され

ていない方に対して、再勧奨の請求書を送

付されているとのことです。なお、市町村

では申請状況を把握することはできませ

んが、受給状況は日本年金機構より貸与さ

れている端末で確認できますことから、お

手続きやお問い合わせがあった際には、支

給要件と照らし合わせて、受給資格がある

と思われる方に対して、適宜請求手続のご

案内を行っております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、がん検診の事業

の件です。他市の病院との連携も深めてい

ただきながら、より多くの方が受診できる

ような取り組み、内容は理解できました。 

 特に、女性特有のがん、乳がんであると

か、子宮がんについては、クーポン券も発

給されているわけですが、特に女性の場合、

最近未婚のままおられる方、そしてまた出

産経験のない方とか、多くなっております。

そういう意味で、クーポンの年齢の引き下

げとか、検討をしていただいて、とにかく

早期発見できれば、治療も選択肢がふえま

すし、何とかその点、ご尽力をいただきた

いことを要望としたいと思います。 

 続いて、高齢者福祉システムの改修委託

料の件です。これは高齢者の方、お一人お

一人の方のカルテと申しますか、今まで市

が対応してきた内容、そして現状を記録し

たものであると思います。これは非常に大

事な財産ともいうべきデータではないか

というふうに思っております。 

 今は元気だったとしても、何年後には支

援を必要とする場合も出てくるかと思い

ますので、その変化をしっかり見逃さずに、

適切なサービスにつなげていっていただ

きたいというふうに思います。 

 平成２１年度から継続して使用されて

いるシステムとのことでありますので、こ

のシステムの保守を適切に今後もやって

いただいて、業務の効率化や情報連携する

ことによる市民サービスの向上等に力を

注いでいただきたいと思います。 

 コストもかかる話ではあるかもしれま

せんが、適時見直しをしていただきたいと

いうふうに思います。 

 特に、市の職員の場合、何年かごとに人

も入れ替わっていきますので、全ての情報

を、この次の担当者に伝えられるかという



- 58 - 

 

と、なかなか難しい点もあると思います。

そういう意味では、継承にも役立てるよう

に、有効活用していただきたいというとを

要望とします。 

 次に、障害福祉計画の件でありますが、

居住支援協議会が設立ということで、今ま

では好意的にある団体がこの取り組みを

進めておられたと思います。今後、公式に

居住支援協議会というのが設立されるこ

とによりまして、そのニーズというか、要

望もさらに高まっていくと思います。そう

いう意味で、どうすればそれを継続してい

き、安定していけるのか、先手先手で考え

ていただきたいと思います。 

 ここにいらっしゃる委員、皆さん、市民

の方からなかなか家が見つかりませんと

か、そういう対応によく遭遇されていると

思うのですが、パイプを太くしていくしか

ないと思いますので、しっかり摂津市とい

うバックボーンの強みを生かして、喜んで

いただけるような取り組みにしていただ

きたいことを要望して質問を終わります。 

○香川良平委員長 水谷委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

 南野委員。 

○南野直司委員 すみません。１点だけお

願いというか、要望をさせていただきたい

と思います。 

 高齢者の外出支援、移動支援について、

保健福祉部、建設部や関係機関の皆さんと

しっかりと連携を取っていただいて、どう

か新年度から実施できるように取り組ん

でいただきたいと思います。摂津市の実情

に合った方法でしっかりとお願いしたい

と思います。 

 多くの議員の皆さんも取り上げられた

ということは多くのニーズがあるという

ことであります。私もたくさんのお声を聞

いております。バスも走っておりますけれ

ども、なかなかバス停まで行くのが困難だ

という声が非常に多い状況であります。 

 やはり家の近く、あるいは家の前まで来

ていただける、例えば乗り合いタクシーの

導入などについて、検討していただいて、

実施していただけるようお願いいたしま

す。 

 以上であります。 

○香川良平委員長 南野委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後４時１１分 休憩） 

（午後４時１３分 再開） 

○香川良平委員長 それでは再開いたし

ます。 

 認定第６号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは１点だけ質問

をさせていただきます。 

 決算概要２４０ページです。パートタイ

マー等退職金共済事業です。予算が１，８

６７万２，０００円に対して、決算額が１，

６５４万７，５７６円というところで、令

和元年度と比較しますと７００万円の増

額をして執行されているということでし

て、事務報告書の１３８ページの記載がご

ざいますが、改めて令和２年度の事業の状

況とここ数年の推移等についても併せて

お答えください。 

 以上です。 
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○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、光好委

員のご質問についてお答えさせていただ

きます。 

 まずは今回、予算の増額に関しましては、

事業者１か所は全て退職されるというよ

うなお話がございましたので、その退職者

の方の人数と退職金等を前もってご相談

がありましたので、予算を計上して支出を

させていただいたという状況でございま

す。 

 ２点目として、市の直近の状況でござい

ますが、事業所の推移としましては、減少

傾向になっておる状況でございます。直近

で言いますと、令和３年３月３１日で２８

事業所、共済のほうは１４０名というよう

な状況になっております。 

 加入者の状況でございますが、令和元年

度末でしたら１４５名おられました。平成

３０年度でしたら、１事業所が加入してい

ただいて、その事業所が５０名ぐらいおら

れたので、１９２名ということで平成２９

年度、平成３０年度は１９２名おられまし

た。平成２８年度は１６０名ということで、

この３年ぐらいは１４０名から１３０名

ぐらいの間の推移ですが、基本的には減少

傾向という状況でございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

令和２年度の状況と、ここ数年の推移です。

お聞かせいただきましたら、令和３年度で

２８事業所の１４０名でしたか。事務報告

書と記載が違うのですが、もう一度お聞か

せください。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 事務報告書は、２

月１日現在となっておりまして、今、ご報

告させていただいたのは、３月末の状況で

ございますので、少し人数に誤差がござい

ます。事務報告書で言うと、令和３年の２

月１日現在は３０事業所で１４９名でご

ざいますが、１か月後、退職者等ございま

したので、事業所数や被共済者の人数が減

少しておりまして、１４０名という現状で

ございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 理解しました。２月１日

から３月末までに２事業者と９名の方が

退職されたということでございますね。分

かりました。ありがとうございます。 

 いずれにしても、ご答弁にありましたよ

うに、年々減っているということでござい

ますし、以前もいろいろとお聞かせいただ

いていました、たしか平成３０年度ぐらい

は２００人を超えていたり、ピークのとき

は６００名を超えている時期もあったよ

うに思いますので、なかなか厳しい状況か

と思いますが、前から申し上げております

が、中小企業退職者共済制度との比較を言

っていますが、考えるに、零細企業などの

小規模に対しては有効な取り組みではな

いかと捉えることもできますので、ぜひい

ろいろと前も言いましたが、具体的にどう

いった利点があるのだとか、あるいは中小

企業退職者共済制度との違いをいま一度

ＰＲというか、周知をいただくということ

も含めて、引き続き取り組んでいただきた

いですし、ニーズ把握というのも重要だと

思いますので、引き続きよろしくお願いし

たいと思います。 

 私からは以上です。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 パートタイマー等退職

金共済事業です。事務報告書では、２月１

日時点では、３０事業所というふうになっ
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ている。５月１日は２９事業所ですが、８

月１日からずっと２８事業所で来ていた

わけです。令和３年２月１日に３０事業所

に２事業所が増加したということですね。

これはどのように新しいところが入られ

たのかということについてお聞きしたい

と思います。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 令和２年度で言

いますと、３事業所が新たに加入いただい

たんですね。ある程度、啓発の効果があっ

たのではないかと考えております。 

 ただ、残念ながら脱退される事業所等も

結果としてございましたので、数字的には

そういう凸凹になった形ということで、一

定、被共済者の数は事業者の規模とかで、

事業所に入っていただいても減少したり

することはございます。１事業所が非常に

人数が多ければ、非常にふえたりというこ

とはございますので、一定、令和２年度は

啓発をしたということで、３事業所に入っ

ていただいたと考えておりますので、引き

続き啓発を続けて取り組んでまいりたい

と考えている状況でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 ３事業所が新たにふえ

たということで、努力していただいたんだ

と思うんですけれども、この３事業所、新

しくふえたところのうち２事業所が減っ

たのか、それとも減ったのはそこじゃなく

て、今まで入ってはるところが減ったのか、

そこも一つ教えてもらいたい。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 新たなところが

減ったというわけではなくて、既存のとこ

ろが事業をやめられました。内容に関して

は、廃業とかは分かるのですが、やめられ

る理由というのは今回、抜けるという状況

でお聞きしております。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 新しいところが入って

すぐやめたということではなくて、今まで

のところがということですね。コロナ禍で

すので、事業所も大変な経営状況に陥って

いくので、様々なことはあったと思うので

すが、なおさら啓発活動というのは重要に

なってきて、抜けるところもあるけれども、

新たに入るところもそれ以上にあるとし

ていっていただきたいと思うのですが、具

体的にはどんな啓発活動をされたのかお

尋ねします。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 広報誌等でＰＲ

させていただき、効果があったと聞いてお

ります。令和２年度でしたら５月の広報せ

っつにも載せていただいたりしておりま

すので、定期的にそういう形で啓発してい

きたいと思っております。 

 また、事業所のパンフレット等を作って

おりますので、そちらに掲載したり、商工

会等にもお声かけをさせていただいたり

ということで、もちろんホームページには

掲載をさせていただいておりますし、いろ

いろな方法でさせていただけたらと思っ

ております。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 広報せっつをはじめと

して、様々な方法でということでした。こ

れも引き続き、しっかりＰＲしていただき

たい。今回、新しく令和２年度に入られて

いる事業所に、入ってよかったという話と

か、退職金をもらわれた方にもし書いてい

ただけるのだったら、もらえてよかったと

いう声も一緒に載せるとか、いろいろ工夫

していただいて、大切ないい制度ですので、

今後とも引き続き頑張っていただきたい
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と思います。 

 要望とします。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 増永委員、光好委員からも

質問がありましたけれども、以前から多く

の方が質問をされていて、内容としては同

じ内容だと思うのです。共済者数とか、事

業者数で実際どうなんか、いいのかという

ところが質問の本筋だと思うのですが、摂

津市は事業所が約４，０００ほどある中で、

このパートタイマーの共済掛金に加入さ

れている事業所が２８、３０というのがど

うなのかというのがあると思うのですが、

中小企業退職者共済制度があって、摂津市

の制度をかけていなくて、中小企業退職者

共済制度にかけられているところであれ

ば、理由があると思うんです。 

 そこは民間の事業所だからかけようが、

かけまいがというところはあると思うの

ですが、もともとそうしたら、制度を作っ

た意義があると思うのですが、そこの根本

的な意義というか、目的、そこはなぜ摂津

市が独自で作られたかというところです。

パートタイマーというのが退職金の制度

がなくて、後で国の中小企業退職者共済制

度というのができたのか。中小企業退職者

共済制度があって、この摂津市のパートタ

イマーという制度を作ったのか、その点、

分かるようであればお聞かせいただきた

いと思います。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 市のパートタイ

マーの制度がある程度、先行してあったと

いう状況でございます。ただ、その後、国

の中小企業退職者共済制度が多くの整備

をされてきたということで、実際利用の方

がそちらに移られたと聞いております。 

 ただ、委員会等でもお答えさせていただ

いているように、中小企業退職者共済制度

の場合、最低掛金が５，０００円というこ

とになっております。 

 もちろん幅もございますし、場合によっ

ては３万円を掛けられたり、正規職員の方

用の掛金があったりというように幅はあ

るのですが、そういうふうに経過とともに

充実してきたということで、当初できたと

きは非常に加入者が多うございましたが、

結果として選択されてきたのではないか。 

 ただ、実際、この２，０００円の掛金で

金額的には５，０００円を出すのは難しい

という事業所がございますし、市の制度で

したら、掛け捨てということもございませ

んので、そういう中で、確かにできた当時

とは役割は違っておりますが、今でも一定

役割があるのではないかと考えておる状

況です。 

 確かに、事業所は市内に非常に多くござ

いますし、退職金ということでお仕事をさ

れている方を支えるということでできた

かと思うのですが、そこは一定、今も変わ

らないと思っておりますし、その役割分担

の一部として市の制度があるのではない

かと考えている状況でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 今、ご答弁を聞きまして、

この制度としては必要な制度であるとい

うところで、まず摂津市の場合は中小企業

が数多くありますから、中小企業で働く方

からすると、なかなか退職金というのが頂

けなかったりとか、事業所のほうからして

も、なかなか退職金というのが出すことが

厳しいというところの中で、この制度があ

って、積み立てみたいなものですから、そ

れが退職されたときに少しでも働かれて

いる方にということで、支給されるという、
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それがこの制度だと思いますので、その点

は中小企業退職者共済制度と比べて、費用

的な部分も掛金は安いですから、その点と

いうのは、中小企業にとってはメリットだ

と思いますし、そこは働く人のためにもな

るわけですから、そこのところはもう少し

ＰＲを何とか、一生懸命努力はされている

と思うのですが、もっとＰＲをしていただ

いて、摂津市のパートタイマーの共済掛金

という制度と中小企業退職者共済制度が

あって、知っている中で中小企業退職者共

済制度に行くということがあればいいと

思うのですが、そういう制度を知らないと

いう方がおられないように、ぜひともＰＲ

をしていただきますように、摂津市のすば

らしい制度でありますから、これはもっと

もっと広げて、制度の拡充というか、共済

者の加入者がふえますように、よろしく努

力をお願いしたいと思いますので、要望と

して質問を終わりたいと思います。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後４時３３分 休憩） 

（午後４時３５分 再開） 

○香川良平委員長 それでは、再開します。 

 認定第４号の審査を行います。本件につ

いては、補足説明を省略し、質疑に入りま

す。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、歳出に当たっ

ては決算書、歳出は決算概要で、歳入のほ

うもありますのでよろしくお願いします。

全部で８点ございます。 

 まず質問１です。まず保険料の収納実績

についてお伺いしたいと思います。本会議

でも説明がございましたけれども、令和２

年度の国民健康保険特別会計決算の収支

差額ですが、決算概要の２１１ページにも

記載があったと思いますが、６，２９３万

４，０００円ということで、財政収支の均

衡が図られているということだったと思

います。 

 しかしながら、令和元年度の収支差額が

１，７３３万２，０００円だったと思うの

ですが、それに比べて４，５００万円以上

の増加をしていると。大きく黒字になって

いるということでございます。 

 ふえている要因の一つに、保険料がある

というのではないかと考えますが、まずは

令和２年度の国民健康保険料の収納実績

についてお聞かせください。 

 質問番号２です。決算書２０ページ、雑

収入の一般被保険者返納金についてです。

令和２年度の収納状況、それから不納欠損

額が発生していると思いますが、どのよう

な対策を講じたのか、まずお聞かせいただ

きたいと思います。 

 続きまして、質問３です。決算概要に移

ります。２１６ページ、賦課徴収事業につ

いてです。令和２年度の収納対策の取り組

み状況についてお聞かせいただきたいと

思います。 

 また、コロナということで、そのコロナ

対策として講じたことがあれば併せてお

聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号４、決算概要２２

０ページの保険給付事業です。出産育児一

時金として２，３６３万６，０８９円を執

行されていましたけれども、これも令和元

年度と比較しますと７００万円程度減少

していたかと思います。 

改めてその内容と令和２年度の支給実

績について、また先ほど申しましたが、令
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和元年度の比較ということで行きますと、

それを踏まえてお聞かせいただきたいの

とその要因についても併せて、お聞かせい

ただければと思います。 

 決算概要２２２ページです。特定健康診

査等事業です。特定健康診査等委託料３，

４２４万５，３０５円を執行されていまし

て、コロナ禍でありました特定健診の受診

状況をお聞かせいただきたいのと、参考に

なるかと思いますが、近隣他市の状況はど

うだったのかということ、これも要因も含

めて併せてお聞かせいただけたらと思い

ます。 

 質問６です。決算概要２２２ページで、

同じく特定健康診査等事業の人間ドック

助成金についてです。これは執行額として

は２９１万４，８００円だったと思います

が、事務報告書にも記載がありました令和

２年度の実績について、まずはお聞かせく

ださい。 

 質問番号７です。決算概要２２２ページ、

保健事業です。糖尿病性腎症重症化予防事

業委託料です。これも２５７万７，７００

円を執行されています。令和２年度の保健

指導に係る取り組み実績について、まずお

聞かせください。 

 最後です。質問番号８、決算概要２２２

ページの同じく保健事業ですが、今度は服

薬適正化推進事業委託料です。５４７万８，

０００円を執行されています。令和２年度

は２年目になるかと思いますので、まずは

取り組み実績についてお聞かせください。 

 以上、１回目です。 

○香川良平委員長 本日の委員会はこの

程度にとどめ、散会いたします。 

（午後４時４０分 散会） 
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